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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, ix ページ

• 表記法, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xi ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xi ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorを使用し、以下の少なくとも 1つの分野において責任と専
門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

表示テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素（this font）]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル（this font）]のように示しています。

GUI要素
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表示テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-director-docfeedback@cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、毎月更新される

『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表に、最新リリースに関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示します。この表は、こ

のマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するものではありませ

ん。

表 1：Cisco UCS Director、リリース 6.0 の新機能と変更された動作

参照先説明機能

VMwareテンプレート, （
7ページ）

オーケストレーションワー

クフローを使用した VMの
プロビジョニング, （95
ページ）

同じクラウドに属する他のデータ

センターで利用可能なテンプレー

トイメージを使用して、データセ

ンターに VMをプロビジョニング
できるようになりました。同様に、

同じクラウドに属するデータセン

ターから別のデータセンターにVM
を複製することができます。

複数のデータセンターにわたる

VMの展開と複製のサポート
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第 2 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• VMware vSphere向け Cisco UCS Directorについて, 3 ページ

• Cisco UCS Managerオーケストレーションタスク, 4 ページ

• 仮想マシンのプロビジョニング, 5 ページ

VMware vSphere 向け Cisco UCS Directorについて
CiscoUCSDirectorはVMwarevSphere製品ファミリをサポートしており、vMotion、DynamicResource
Scheduling、Site Recovery Managerなどの高度な機能へのアクセスを実現します。

Cisco UCS Directorは VMware vCenterサーバと統合し、仮想インフラストラクチャの自動化とラ
イフサイクル管理を提供します。物理インフラストラクチャをはじめ、CiscoUCSDirectorはUCS
などのコンピューティングインフラストラクチャで ESXiハイパーバイザの自動展開を提供し、
仮想マシンをホストするために vCenterにハイパーバイザホストを表示します。

また、このプロセス中にCiscoUCSDirectorは物理ストレージをプロビジョニングし、ストレージ
を仮想マシンのデータをホストするデータストアとして表示する機能も提供します。テナント

ユーザおよびプライベートクラウドコンシューマの環境要件によって、仮想マシンとその依存イ

ンフラストラクチャ（仮想スイッチ、ポートグループ、データストアなど）の作成を自動化でき

ます。

トラブルシューティングのために仮想マシンコンソールを開始できます。またアプリケーション

コンテナ機能を使用して、複雑な 3層アプリケーションを作成できます。

アプリケーションコンテナ機能の詳細については、『Cisco UCS Director Application Container
Guide』を参照してください。

DRSルールまたは HAクラスタを設定することで、可用性が高い環境で仮想マシンを展開するこ
ともできます。サイトレベルの冗長性は、SRM統合機能を使用して実現でき、VMにサイトレ
ベルの保護がなされます。
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サポート対象の VMware vSphereバージョンやサポートの制限についての詳細は、『Cisco UCS
Director Compatibility Matrix』を参照してください。

Cisco UCS Managerオーケストレーションタスク
CiscoUCSDirectorに用意されているオーケストレーション機能を使用すると、CiscoUCSManager
によって実行されるタスクの設定と管理を 1つまたは複数のワークフローで自動化することがで
きます。同じワークフローにCiscoUCSManager、ネットワーク、およびストレージのタスクを含
めることができます。

CiscoUCSDirectorでのオーケストレーションの詳細については、『CiscoUCSDirectorOrchestration
Guide』を参照してください。

オーケストレーションタスクの場所

Cisco UCS Managerオーケストレーションタスクの完全なリストは、ワークフローデザイナ、タ
スクライブラリ、および [Cisco UCSタスク（Cisco UCS Tasks）]フォルダにあります。オーケス
トレーションタスクの説明を含むタスクライブラリには、Cisco UCS Directorの次の場所からア
クセスできます。

• [ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）] > [ワークフロー
（Workflows）]

• http://IP_address/app/cloudmgr/onlinedocs/cloupiaTaskLib.htmlここで
IP_addressは Cisco UCS Directorの IPアドレスです。

オーケストレーションタスクのタイプ

Cisco UCS Managerオーケストレーションタスクには、次の項目を設定および管理するタスクが
含まれます。

•サーバ

•サーバブート

•プール

•ポリシー

• VLAN

• VSAN

• vNIC

•サービスプロファイル

•サービスプロファイルテンプレート

•組織
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仮想マシンのプロビジョニング
ビジネスニーズを満たすすべての必要な設定およびアプリケーションを含む参照用仮想マシンを

作成できます。これらの参照用仮想マシンはテンプレートと呼ばれ、ユーザの環境における VM
のプロビジョニングおよびソフトウェアの標準化を可能にします。

VMプロビジョニングには 2つの方法があります。

•標準化されたテンプレートを使用したVMプロビジョニング：すべての設定がカスタムで、
高速なプロトタイプの作成と標準化が可能です。

• ISOイメージを使用した VMプロビジョニング：基本の OSイメージが開発または QA環境
で、またはサービスプロバイダーの顧客に通常必要となります。これは対話型インストール

になることがあります。

標準化されたテンプレートまたは ISOイメージを使用して VMがプロビジョニングされると、
オーケストレーションワークフロータスクライブラリで VIXスクリプトタスクを使用してさま
ざまなポストプロビジョニングアクションを実行できます。
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第 3 章

VMware テンプレートの管理

この章は、次の項で構成されています。

• VMwareテンプレート, 7 ページ

• VMをイメージへ変換する, 8 ページ

• VMをイメージとして複製する, 8 ページ

• イメージレポートの表示, 8 ページ

• イメージを VMに変換する, 9 ページ

• イメージをグループに割り当てる, 10 ページ

VMware テンプレート
VMwareテンプレートは、仮想マシンを作成およびプロビジョニングするために使用できる仮想
マシンのマスターイメージです。テンプレートには通常、指定されたオペレーティングシステム

と設定が含まれており、ハードウェアコンポーネントに対する仮想的なカウンターパートを提供

します。電源をオンにすることや、編集することはできません。また、通常の仮想マシンよりも

変更することは困難です。テンプレートでは、繰り返して展開する仮想マシンの設定を保持する

うえで、より安全な方法を提供します。

オプションで、管理者は特定のテンプレートをホストするVMwarevSphereクラウドで標準のカタ
ログ項目を作成できます。エンドユーザがカタログを要求すると、VMはカタログにマッピング
されたテンプレートに基づいてプロビジョニングされます。同じクラウドに属する異なるデータ

センターで利用可能なテンプレートを使用することにより、データセンターに VMをプロビジョ
ニングできます。
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VM をイメージへ変換する

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブをクリックします。

ステップ 3 イメージへ変換する VMを選択します。

ステップ 4 [VM（VMs）]ペインの右上隅で、下向き矢印のボタンをクリックします。

ステップ 5 [VMをイメージとして変換（Convert VM as Image）]を選択します。

ステップ 6 [VMをイメージとして変換（Convert VM as Image）]ダイアログボックスで、フィールドに値を入力しま
す。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

VM をイメージとして複製する

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブをクリックします。

ステップ 3 イメージとして複製する VMを選択します。

ステップ 4 [VM（VMs）]ペインの右上隅で、下向き矢印のボタンをクリックします。

ステップ 5 [VMをイメージとして複製する（Clone VM as Image）]を選択します。

ステップ 6 [VMをイメージとして複製する（Clone VM as Image）]ダイアログボックスで、フィールドに値を入力し
ます。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

イメージレポートの表示
UCS Directorにログインした後、自身のグループに属しているすべてのイメージを表示するには
次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [イメージ（Images）]タブをクリックします。
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イメージレポートには、次のタイプの情報が提供されます。

•クラウド

•イメージ ID

•親ノード

•データセンター

•ゲスト OS

•インストールされている VMwareツール

• VMwareツールのバージョン

• VMのバージョン

•プラットフォーム

•アーキテクチャ

• CPUの数

•プロビジョニングされたディスク

• CPU予約(MHz)

イメージを VM に変換する

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するコンピュート（Compute for All Clouds）]ペインでクラウドを選択します。

ステップ 3 [イメージ（Images）]タブを選択します。

ステップ 4 VMに変換するイメージを選択します。

ステップ 5 [VMとして変換（Convert as VM）]をクリックします。

ステップ 6 [イメージを VMとして変換（Convert Image as VM）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。
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イメージをグループに割り当てる

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するコンピュート（Compute for All Clouds）]ペインでクラウドを選択します。

ステップ 3 [イメージ（Images）]タブをクリックします。

ステップ 4 グループに割り当てるイメージを選択します。

ステップ 5 [イメージをグループに割り当て（Assign Image to Group）]をクリックします。

ステップ 6 [グループへのイメージの割り当て（Assign Image toGroup）]ダイアログボックスで、イメージに関連付け
るユーザとグループを選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 4 章

ISO イメージを使用した VM のプロビジョニ
ング

この章は、次の項で構成されています。

• ISOイメージを使用した仮想マシンのプロビジョニングについて, 11 ページ

• ISOイメージのマッピングポリシーレポートの表示, 12 ページ

• ISO用のデータストアのマーク, 13 ページ

• ISOインベントリの収集, 13 ページ

• ゲスト OSの ISOイメージマッピング, 14 ページ

• ゲスト OS ISOイメージマッピングポリシーを vDCに割り当てる, 14 ページ

• ISOベースの VMプロビジョニング用のカタログの作成, 15 ページ

• ISOベースの VMプロビジョニングに対するサービスリクエストの作成, 15 ページ

ISO イメージを使用した仮想マシンのプロビジョニング
について

Cisco UCS Directorでは、テンプレートから複製する、VMから複製する、ISOイメージを使用し
て複製する、などの複数の方法で新しい VMをプロビジョニングできます。ISOイメージを使用
すると、新しいVMのプロビジョニングおよびゲストオペレーティングシステムのインストール
において、他の方法よりも柔軟性が高くなります。

ISOイメージを使用して新しい VMをプロビジョニングする場合は、VMはデータストアにある
ISOイメージでプロビジョニングされます。一般規約として、データストアは ISOイメージの保
存、環境でのよりよい共有、集中アクセス、およびより良いファイル構成を目的としてのみ使用

されます。
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Cisco UCS Directorでは、Cisco UCS Directorがデータストアの詳細なインベントリを実行して、
データストアに存在する ISOファイル情報を取得できるように、ISOホスティングデータストア
を識別してタグ付けする必要があります。ISOファイルのリストを取得したら、ISOマッピング
ポリシーを作成して 1つ以上の ISOを含める必要があります。最後に、ISOマッピングポリシー
は、ISOイメージによる VMプロビジョニングを許可するために VDCコンピューティングポリ
シーで選択する必要があります。

Cisco UCS Directorでは、パブリッシュしたカタログに基づいて、エンドユーザポータルで ISO
イメージを使用して VMをプロビジョニングできます。

Cisco UCS Directorは、データストアのあらゆるレベルで ISOイメージの集合をサポートします。
ISOイメージは、サブフォルダにアップロードされている場合には表示されます。

VSANデータストア内の ISOイメージを含むインベントリは、ISOイメージがルートディレクト
リのサブフォルダに配置されている場合にのみサポートされます。

ドット（.）で始まるフォルダは、ISOイメージのインベントリから除外されます。（注）

ISO イメージのマッピングポリシーレポートの表示
ISOイメージのインベントリに関する総合的な情報を表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[サービスの提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [データストアを ISOインベントリコレクション用にマーキング（Mark DataStores For ISO Inventory
Collection）]タブをクリックします。

ステップ 3 関連付けられている ISOイメージマッピングプロファイルを表示するアカウントを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ISO 用のデータストアのマーク

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[サービスの提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [データストアを ISOインベントリコレクション用にマーキング（Mark DataStores For ISO Inventory
Collection）]タブをクリックします。

ステップ 3 [ISO用のデータストアのマーク（Mark Datastores for ISO）]をクリックします。

ステップ 4 [ISO用のデータストアのマーク（Mark Datastores for ISO）]ダイアログボックスで、マーキングするクラ
ウドとデータストアを選択します。

ステップ 5 定期的なアカウントレベルのインベントリごとに ISOインベントリ収集を実行するには、[アカウントレ
ベルのインベントリの取得（Fetch in Account Level Inventory）]チェックボックスをオンにします。この
チェックボックスをオフにした場合、定期的なアカウントレベルのインベントリ収集中に ISOインベン
トリ収集がスキップされ、定期的なインベントリ収集の時間が短縮されます。

[アカウントレベルのインベントリの取得（Fetch in Account Level Inventory）]チェックボックスで、アカ
ウント別の ISOインベントリ収集をオンデマンでトリガーできます。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

ISO インベントリの収集
データストアの詳細なインベントリを実行して、ISOファイルの情報を取得できます。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[サービスの提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [データストアを ISOインベントリコレクション用にマーキング（Mark DataStores For ISO Inventory
Collection）]タブをクリックします。

ステップ 3 ISOインベントリを収集するアカウントを選択します。

ステップ 4 [ISOインベントリの収集（Collect ISO Inventory）]をクリックします。

ステップ 5 [ISOインベントリの収集（Collect ISO Inventory）]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。
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ゲスト OS の ISO イメージマッピング

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[サービスの提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [ゲストOS ISOのイメージマッピングポリシー（Guest OS ISO Image Mapping Policy）]タブをクリックし
ます。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 ゲストOSイメージのマッピングポリシーを追加するには、[ゲストOSの ISOイメージマッピング（Guest
OS ISO Image Mapping）]ダイアログボックスでフィールドに値を入力します。

[エンドユーザにゲスト OSと ISOイメージの選択を許可する（Allow End User to Select Guest OS
and ISO Image）]チェックボックスをオンにすると、サービスリクエストを作成するときにゲ
スト OSと ISOイメージのソースを選択できます。このボックスをオフのままにした場合は、
サービスリクエストの作成時にゲスト OSしか選択できません。

（注）

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

ゲスト OS ISO イメージマッピングポリシーを vDC に割
り当てる

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[仮想データセンター（Virtual Data Centers）]を選択します。

ステップ 2 ゲスト OS ISOマッピングポリシーを割り当てる vDCを選択します。

ステップ 3 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 [vDCの編集（Edit vDC）]画面で、[ISOマッピングポリシー（ISO Mapping Policy）]ドロップダウンリ
ストからポリシーを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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ISO ベースの VM プロビジョニング用のカタログの作成

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]の順に選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [カタログの追加（Catalog Add）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリストか
ら [標準（Standard）]を選択します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 [カタログの作成（Create Catalog）]画面で、[ISOイメージを使用して新しいVMをプロビジョニングする
（Provision new vm using iso image）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [カタログの作成（Create Catalog）]ウィザードの残りの画面をすべて設定して、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 7 ウィザードの最後の画面でサマリー情報を確認し、[送信（Submit）]をクリックします。

ISO ベースの VM プロビジョニングに対するサービスリ
クエストの作成

ステップ 1 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（ServiceRequests）]の順に選択します。

ステップ 2 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス
トから [標準（Standard）]を選択します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスリクエストの作成（Create Service Request）]画面で、ISOベースの VMプロビジョニングに対
してパブリッシュされたカタログを選択します。

ステップ 6 [サービスリクエストの作成（Create Service Request）]ウィザードの残りの画面で設定を完了し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 7 ウィザードの最後の画面でサマリー情報を確認し、[送信（Submit）]をクリックします。
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第 5 章

VMware リンク済み複製の管理

この章は、次の項で構成されています。

• VMwareリンク済み複製について, 17 ページ

• Cisco UCS Directorでの VMwareリンク済み複製の使用, 18 ページ

• リンク済み複製 VMレポートの表示, 19 ページ

VMware リンク済み複製について
リンク済み複製とは、親仮想マシンと仮想ディスクを継続的に共有する仮想マシンのコピーです。

これによりディスク容量を節約し、複数の仮想マシンで同じソフトウェアインストールを使用で

きます。

リンク済み複製は、親のスナップショットから作成されます。スナップショットの時点で親が使

用可能なすべてのファイルは、リンク済み複製でも引き続き使用できます。親の仮想ディスクで

進行中の変更はリンク済み複製に影響を与えず、リンク済み複製のディスクへの変更は親に影響

を与えません。リンクされた複製は親にアクセスできる必要があります。親にアクセスできない

場合、リンク済み複製はディセーブルされます。

VMスナップショットの管理の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』と
『Cisco UCS Director End User Portal Guide』を参照してください。

リンク済み複製機能に、次のシナリオが適用されます。

•リンク済み複製 VMから削除されるすべての VMの中で、1つの VMが残った場合、すべて
の VMは親 VMの元のサイズに戻ります。

•あるVMが他のホストおよびデータストアに移行されると、そのVMは親VMの元のサイズ
を保持します。
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Cisco UCS Directorでの VMware リンク済み複製の使用
はじめる前に

VMを複製する前に、次の点に注意してください。

•ストレージポリシーの作成中に、リンク済み複製を使用することを選択すると（[リンク済
み複製の使用（Use Linked Clone）]チェックボックスをオンにすると）、複製はリンク済み
複製になります。ただし、このチェックボックスをオンにしなかった場合、複製はフル複製

になります。

•リソースの割り当て中には、親のイメージまたはVMのデータストアにアクセスできるホス
トだけが、リンク済み複製として選択されます。

•リンク済み複製を作成するには、新しいスナップショットを作成するか、既存のスナップ
ショットを使用する必要があります。

リンク済み複製機能を使用して、VMware vSphereクラウドで標準カタログ項目を作成してい
る場合、選択した VMテンプレートイメージにスナップショットが含まれている必要があり
ます。このイメージにスナップショットがない場合、このイメージをVMテンプレートイメー
ジに変換する前に、新しいスナップショットを作成して、Cisco UCSDirectorを vCenterと同期
させるインベントリを実行する必要があります。

（注）

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブをクリックします。

ステップ 3 リンク済み複製機能を使用する VMを選択します。

ステップ 4 [VM（VMs）]ペインの右上隅で、下向き矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 [複製（Clone）]を選択します。

ステップ 6 [VMの複製（CloneVM）]ダイアログボックスでフィールドに入力して、既存のスナップショットからリ
ンク済み複製を作成するか、新しいスナップショットを作成します。

ステップ 7 [カスタマイズオプション（Customization Options）]画面で、次のフィールドに値を入力します
a) [単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニング（Provision all disks in single datastore）]チェッ
クボックスをオンにして、単一データストアにすべてのディスクをプロビジョニングします。

範囲は、システムディスクの範囲と同じで

す。

（注）
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b) [VMアプリケーションの請求間隔（VM Application Charge Frequency）]で時間単位または月単位を選
択します。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [導入設定（Deployment Configuration）]画面でフィールドに値を入力して、VMを導入する場所、今すぐ
プロビジョニングするか後で行うか、導入した VMを実行し続ける時間を決めます。

ステップ 10 [カスタム仕様（CustomSpecification）]画面で、カスタムCPUおよびメモリパラメータのフィールドを入
力します（該当する場合）。

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [データストアの選択（Select Datastores）]画面でデータストアを割り当てる VMディスクを選択します。

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 15 [VMネットワークの選択（Select VM Networks）]画面で、VMネットワークを選択します。

ステップ 16 [概要（Summary）]画面で情報を確認し、[送信（Submit）]をクリックします。

リンク済み複製 VM レポートの表示

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するコンピュート（Compute for All Clouds）]ペインで、[VMware]クラウドを選択
します。

ステップ 3 [イメージ（Images）]タブをクリックします。

ステップ 4 イメージをダブルクリックします。

ステップ 5 [リンク済み複製 VM（Linked Clone Vms）]タブをクリックします。
各スナップショットのすべてのリンク済み複製 VMのレポートを表示できます。
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第 6 章

VMware データストアクラスタの管理

この章は、次の項で構成されています。

• VMwareデータストアについて, 21 ページ

• VMwareデータストアクラスタについて, 21 ページ

• VMwareデータストアクラスタと Cisco UCS Directorとの統合, 22 ページ

• データストアクラスタの追加, 22 ページ

• データストアクラスタ DRSルールレポートの表示, 23 ページ

• データストアクラスタ DRSルールの追加, 23 ページ

• データストアクラスタ DRSルールの有効化または無効化, 25 ページ

VMware データストアについて
データストアは、仮想マシンおよびそのデータ用のストレージリポジトリです。データストアに

は、ネットワークファイルシステム（NFS）または仮想マシンファイルシステム（VMFS）を選
べます。CiscoUCSDirectorは、物理ストレージからデータストアを作成するためにタスクライブ
ラリを提供します。新しく作成されたデータストアと既存のデータストアはその後VDCストレー
ジポリシーで使用され、VMプロビジョニング中に適切なデータストアを選択できるポリシーベー
スのフレームワークを提供します。データストアは ISOイメージリポジトリとしても識別でき、
ISOベースの VMプロビジョニングに役立てることもできます。

VMware データストアクラスタについて
VMwareデータストアクラスタは、共有リソースと共有管理インターフェイスを持つデータスト
アのコレクションです。データストアクラスタを作成する場合に、VMware vSphereストレージ
DRSを使用してストレージリソースを管理できます。
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VMware データストアクラスタと Cisco UCS Directorとの
統合

Cisco UCSDirectorではVMwareデータストアクラスタを管理することができます。データストア
クラスタを追加、編集、および削除できます。データストアクラスタが追加されると、CiscoUCS
Directorでは次の処理がサポートされます。

• VMの複製、テンプレートの複製、および新しいVMの作成の処理中に、データストアでデー
タストアクラスタを使用できます。データストアクラスタを選択した場合、SDRSは、VM
のプロビジョニングに最も適したデータストアを推奨します。

• VMware Storageポリシーを追加するときに、データストアクラスタを選択できます。

• DRSアフィニティルールはデータストアクラスタに追加できます。

DRSアフィニティルールの使用の詳細については、VMware Distributed Resource Schedulerに
ついて, （75ページ）を参照してください。

データストアクラスタの追加

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [ストレージ（Storage）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するストレージ（Storage for All Clouds）]ペインで、VMwareクラウドをクリック
します。

ステップ 3 [データストアクラスタ（Datastore Clusters）]タブをクリックします。

ステップ 4 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 5 [データストアクラスタを作成します（Create Datastore Cluster）]ダイアログボックスで、次のフィールド
に入力します。

a) ストレージ DRSを有効にしてストレージリソースを管理するには、[ストレージ DRSを有効化します
（Enable Storage DRS）]チェックボックスをオンにします。

b) VMプロビジョニングに対して最も適切なデータストアを推奨するには、ストレージ DRSに対して
[SDRSの推奨に対して I/Oメトリックを有効化する（Enable I/O Metric for SDRS recommendations）]を
オンにします。

c) レベルの自動化を選択します。[手動（Manual）] を選択すると、推奨事項を手動で適用するまで、ス
トレージDRSからの配置および移行の推奨事項は実行されません。[完全に自動化（FullyAutomated）]
を選択すると、ストレージ DRSからの配置および移行の推奨事項は、自動的に実行されます。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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データストアクラスタ DRS ルールレポートの表示

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [ストレージ（Storage）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するストレージ（Storage for All Clouds）]ペインで、VMwareクラウドを選択しま
す。

ステップ 3 [データストアクラスタ（Datastore Clusters）]タブをクリックします。
Cisco UCS Directorで使用可能なすべてのデータストアクラスタが表示されます。

ステップ 4 データストアクラスタを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 データストアクラスタに関連付けられたDRSルールを表示するには、[SDRSルール（SDRSRules）]タブ
をクリックします。

DRSルールレポートが次のルールタイプで表示されます。

• VM間アンチアフィニティルール：VMアンチアフィニティ。

• VM内アンチアフィニティルール：アンチアフィニティ。

• INTRA_VM_AFFINITY_ENABLED：このルールは、VM内アフィニティ有効 VMを表します。

• INTRA_VM_AFFINITY_DISABLED：このルールは、VM内アフィニティ無効 VMを表します。

データストアクラスタ DRS ルールの追加
Cisco UCS Directorでは、次のタイプの DRSアフィニティルールを VMwareデータストアクラス
タに追加することができます。

• VM間アンチアフィニティ：このルールは、同じデータストアに配置してはいけない仮想マ
シンを指定します。

• VM内アンチアフィニティ：このルールは、異なるデータストア上になければならない特定
の仮想マシンに関連付けられた仮想ディスクを指定します。

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [ストレージ（Storage）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するストレージ（Storage for All Clouds）]ペインで、VMwareクラウドを選択しま
す。

ステップ 3 [データストアクラスタ（Datastore Clusters）]タブをクリックします。
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Cisco UCS Directorで使用可能なすべてのデータストアクラスタが表示されます。

ステップ 4 データストアクラスタを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [SDRSルール（SDRS Rules）]タブをクリックします。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 [ルールの追加（Add Rule）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ルールの名前。[名前（Name）]フィールド

規則のタイプを選択します。次のいずれかを設定で

きます。

• [VMアンチアフィニティ（VMAntiAffinity）]：
VM間アンチアフィニティルールを追加する
には、このオプションを選択します。

• [VMディスクアンチアフィニティ（VM Disk
Anti Affinity）]：VM内アンチアフィニティ
ルールを追加するには、このオプションを選

択します。

[タイプ（Type）]ドロップダウンリスト

ルールのステータスを選択します。次のいずれかを

設定できます。

• [有効（Enabled）]

• [無効（Disabled）]

[ステータス（Status）]ドロップダウンリスト

VMを選択します。[VMの選択（Select VM）]

[VMディスクアンチアフィニティ（VM Disk Anti
Affinity）]ルールタイプを選択した場合は、ディス
クを選択します。

[ディスクの選択（Select Disks）]

競合を続行するには、チェックボックスをオンに

します。

[競合を続行（ProceedwithConflicts）]チェックボッ
クス

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。
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データストアクラスタ DRS ルールの有効化または無効化
デフォルトでは、ストレージのDRSルールが作成、有効化、無効化されると、ルールが作成また
は更新されますが、自動的には適用されません。VMware vSphereWebクライアントを使用して、
ストレージ DRSルールを手動で実行するか、スケジュールされたストレージ DRSルールの実行
まで待つことができます。VMware vSphere Webクライアントを使用して、[ストレージ DRSラン
タイム設定（StorageDRSRuntimeSettings）]の [詳細オプション（AdvancedOptions）]でスケジュー
ルを変更して、不均衡を修正できます。デフォルトでは、スケジュールは 8時間ごとに設定され
ます。

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [ストレージ（Storage）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するストレージ（Storage for All Clouds）]ペインで、VMwareクラウドを選択しま
す。

ステップ 3 [データストアクラスタ（Datastore Clusters）]タブをクリックします。
Cisco UCS Directorで使用可能なすべてのデータストアクラスタが表示されます。

ステップ 4 データストアクラスタを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [SDRSルール（SDRS Rules）]タブをクリックします。

ステップ 7 [VM内アフィニティの有効化（Enable Intra VM Affinity）]または [VM内アフィニティの無効化（Disable
Intra VM Affinity）]をクリックします。

ステップ 8 [VMDKアフィニティルールの有効化（Enable VMDKAffinity Rule）]または [VMDKアフィニティルール
の無効化（Disable VMDK Affinity Rule）]ダイアログボックスで、ルールを有効化/無効化する VMを選択
します。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 7 章

仮想 SAN クラスタの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 仮想 SANクラスタについて, 28 ページ

• 仮想 SANポッドの作成, 29 ページ

• 仮想 SANポッドレポートの表示, 29 ページ

• 仮想 SANクラスタレポートの表示, 30 ページ

• ポッドレベルでの仮想 SANの設定, 30 ページ

• 仮想 SANクラスタの作成, 31 ページ

• 仮想 SANクラスタの拡張, 32 ページ

• ベアメタルサーバからの仮想 SANクラスタ, 33 ページ

• 仮想 SANクラスタのポッドへの割り当て, 38 ページ

• 仮想 SANクラスタでの HAの有効化, 38 ページ

• 仮想 SANクラスタでの HAの無効化, 39 ページ

• 仮想 SANクラスタでの DRSの有効化, 40 ページ

• 仮想 SANクラスタでの DRSの無効化, 40 ページ

• 仮想 SANストレージプロファイルレポートの表示, 41 ページ

• 仮想 SANストレージプロファイルの作成, 42 ページ

• 仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートの表示, 42 ページ

• 仮想 SANディスクの要求, 43 ページ

• 仮想 SANディスクグループへのディスクの追加, 44 ページ

• 仮想 SANディスクグループの表示, 44 ページ

• 仮想 SAN認定ポリシーレポートの表示, 45 ページ
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• 仮想 SAN認定ポリシーの作成, 45 ページ

• 仮想 SAN対応サーバの認定, 46 ページ

• 仮想 SAN認定サーバの表示, 46 ページ

• 仮想 SANクラスタへの仮想 SAN認定サーバの追加, 47 ページ

• 仮想 SANシステムタスクの表示, 47 ページ

• 仮想 SANハードウェアトポロジの表示, 48 ページ

• 仮想 SANホストのメンテナンスモードへの移行, 49 ページ

• 仮想 SANホストの廃止, 50 ページ

• 仮想 SANクラスタの廃止, 51 ページ

• 仮想 SAN向け Infrastructure as a Serviceの管理, 52 ページ

仮想 SAN クラスタについて
仮想ストレージエリアネットワーク（仮想 SAN）クラスタは、仮想化されたローカル物理スト
レージリソースのコレクションです。仮想 SANクラスタは、同じファブリックに物理的に接続
されているデバイス間でそれらをストレージプールに抽象化することによって分離を提供しま

す。

Cisco UCS Directorでは、仮想 SANストレージプロファイルを作成して、必要なストレージ機能
のセットを指定することで、仮想マシンのファイルとディスクのストレージ要件を定義すること

ができます。

Cisco UCS Directorでは、仮想 SAN認定ポリシーを作成できます。仮想 SAN認定ポリシーによっ
て、サーバモデル、ストレージコントローラモデル、および最小数のソリッドステートドライ

ブおよびハードディスクドライブを含む定義済み要件に基づいて、サーバの一意のリストをフィ

ルタリングすることができます。仮想SAN認定ポリシーを作成後、ポリシーを使用して定義され
た要件に基づいて仮想 SAN対応サーバを認定することができます。

Cisco UCS Directorは次の仮想 SAN機能をサポートしています。

•手動で設定した EXiノードに対する仮想 SANクラスタのセットアップ

•既存の仮想 SANクラスタのインベントリ

• Cisco UCS Directorタブ下の仮想 SANクラスタの管理

•仮想 SANストレージプロファイルの作成

•仮想マシンストレージプロファイルを選択するメカニズム

•ストレージプロファイルに一致するデータストアを選択する機能

•仮想 SAN対応データストアとの仮想マシンのプロビジョニング
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仮想 SAN ポッドの作成
仮想 SANポッドにより、VMwareクラウドアカウントと Cisco UCS Managerを追加することで、
仮想 SANを管理できます。仮想 SANポッドウィザードで 1つのポッドを作成できます。各ポッ
ドは、1つの Vmwareクラウドアカウントおよび 1つの Cisco UCSManagerアカウントに限定され
ます。

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ガイド付きセットアップ（Guided Setup）]を選択します。

ステップ 2 [仮想 SANポッドの設定（Virtual SAN Pod Configuration）]アイコンをクリックします。

ステップ 3 ポッドを作成するか、既存のポッドを選択します。

ステップ 4 新しい Cisco UCSManagerアカウントを作成してポッドに追加するか、既存の Cisco UCSManagerアカウン
トを選択します。

別のポッド内の Cisco UCS Directorにすでに存在するアカウントをポッドに参照させる場合は、既存の
Cisco UCS Managerアカウントを使用できます。

ステップ 5 新しい Vmwareアカウントを作成して、ポッドに追加するか、既存の Vmwareアカウントを選択します。
別のポッド内の Cisco UCS Directorにすでに存在するアカウントをポッドに参照させる場合は、既存の
VMwareアカウントを使用できます。

VMwareアカウントを追加する際、[SSOを使用（Use SSO）]オプションを選択して、SSOクレデンシャ
ルを指定します。仮想 SANクラスタでのストレージプロファイルを使用した VMのプロビジョニングに
は、SSOクレデンシャルが必要です。

仮想 SAN ポッドレポートの表示

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANポッドを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
仮想 SANポッドレポートには、[仮想 SANクラスタ（Virtual SAN Clusters）]、[ストレージプロファイル
（Storage Profile）]、[サービスプロファイルテンプレート（Service Profile Templates）]、[認定ポリシー
（Qualification Policies）]、[システムタスク（System Tasks）]タブがあります。
または、メニューバーの [コンバージド（Converged）]タブで[仮想 SANポッド（Virtual SAN pod）]を選
択して、仮想 SANポッドレポートを表示することもできます。
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仮想 SAN クラスタレポートの表示

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 ポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
選択したポッドに関連するすべての仮想 SANクラスタが [クラスタ（Clusters）]タブに表示されます。

ステップ 5 仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 仮想 SANクラスタの詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
デフォルトでは、[サマリー（Summary）]タブが表示されます。仮想 SANクラスタレポートには、[サー
ビスリクエスト（Service Request）]、[データストアの容量レポート（Datastore Capacity Report）]、[ホス
ト（Hosts）]、[ディスクグループ（Disk Group）]、[ディスク（Disk）]、[ライセンス（License）]、[トポ
ロジ（Topology）]タブが含まれます。

ポッドレベルでの仮想 SAN の設定
ポッドの設定を編集して、ポッドレベルで仮想 SANを設定できます。ポッドレベルでベアメタ
ルエージェントサーバ、UCSサービスプロファイルテンプレート、LANブートポリシー、ス
クラブポリシー、および各種ネットワークポリシーを選択できます。ポッドでクラスタを作成す

るときに、選択した定義済みネットワークポリシーが適用されます。UCSサービスプロファイル
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テンプレート、ベアメタルエージェント、LANブートポリシー、およびスクラブポリシーは、
UCSサーバへの ESXiのベアメタルインストールをサポートするために必要です。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 ポッドを設定する仮想 SANポッドを選択し、[ポッドの設定（Pod Settings）]をクリックします。

ステップ 4 [ポッドの設定（Pod Settings）]ダイアログボックスで、ベアメタルエージェントサーバを選択し、1つ以
上の UCSサービスプロファイルテンプレート、LANブートポリシーおよびスクラブポリシーを選択し
ます。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ネットワークポリシー（Network Policies）]画面で、ポッドレベルで適用する 1つ以上のネットワーク
ポリシーを選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN クラスタの作成
はじめる前に

•仮想 SANポッドの設定を行います。

ポッドレベルでの仮想 SANの設定, （30ページ）を参照してください。

•仮想 SANポッドが Vmwareアカウントおよび Cisco UCSManagerアカウントに関連付けられ
ていることを確認します。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANクラスタを作成する仮想 SANポッドを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックしま
す。

ステップ 4 [仮想 SANクラスタ（Virtual SAN Clusters）]タブで、[仮想 SANクラスタの作成（Create Virtual SAN
Cluster）]をクリックします。

ステップ 5 [仮想 SANクラスタの作成（Create Virtual SAN Cluster）]ダイアログボックスで、ホストのフィールドに
入力し、[次へ（Next）]をクリックします。
ベアメタルサーバから仮想 SANクラスタを作成している場合、ESXiをインストールするため [UCSサー
バ（UCS Server）]または [UCSサーバプール（UCS Server Pool）]を選択します。それ以外の場合は、
[ESXiホスト（ESXi Host）]を選択します。
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[ESXiホスト（ESXiHost）]を選択する場合、ホストノードの IPアドレスをカンマ区切りのリストで提供
する必要があります。

[ディスクモードの要求（Claim Disk Mode）]ドロップダウンリストでディスクを追加して、クラスタを
拡張できます。自動モードを選択すると、すべてのホストの対象ディスクが自動的に仮想 SANデータス
トアの容量に追加されるように要求されます。手動モードでは、容量が 0GBの仮想 SANクラスタが作成
され、クラスタにディスクを手動で追加する必要があります。

ステップ 6 DVスイッチフィールドを空のままにして、[次へ（Next）]をクリックします。
すでに Cisco UCS Directorを使用して仮想 SANクラスタを作成していて、このクラスタ用に作
成された DVスイッチを使用する場合は、既存の DVスイッチを選択します。

（注）

ステップ 7 データセンターとクラスタ名のフィールドを入力し、仮想 SANクラスタで HAまたは DRSを有効にする
場合は、[HAの有効化（Enable HA）]と [DRSの有効化（Enable DRS）]のチェックボックスをオンにし
て、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 RAIDモードを選択し、MTUサイズを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
デフォルトの RAIDモードは JBODで、デフォルトのMTUサイズは 1500です。

ステップ 9 [概要（Summary）]ペインで、[サービスプロファイルテンプレートのコンプライアンス（Service Profile
Template Compliance）]レポートを確認します。
コンプライアンスレポートで前提条件が満たされているか、UCSサービスプロファイルテンプレートが
正しく設定されているかを確認します。コンプライアンスレポートで、ネットワーク設定要件、ブート

ポリシー要件、LANブートポリシー要件、スクラブポリシー要件、BIOSポリシー要件およびローカル
ディスク設定ポリシー要件を確認します。

いずれかのフィールドが条件を満たさない場合、CSサービスプロファイルテンプレートで該当するポリ
シーを編集して、すべての要件を満たすようにする必要があります。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SANクラスタは、仮想 SANポッドレポートの [クラスタ（Clusters）]タブに表示されます。

仮想 SAN クラスタの拡張
仮想SANクラスタを拡張すると、HAおよびDRSの設定には、既存のクラスタの設定が反映され
ます。

仮想 SANクラスタでの HAの有効化/無効化の詳細については、仮想 SANクラスタでの HAの有
効化, （38ページ）および仮想 SANクラスタでの HAの無効化, （39ページ）を参照してくだ
さい。

   Cisco UCS Director VMware vSphere リリース 6.0 管理ガイド
32

仮想 SAN クラスタの管理
仮想 SAN クラスタの拡張



仮想 SANクラスタでの DRSの有効化/無効化の詳細については、仮想 SANクラスタでの DRSの
有効化, （40ページ）および仮想 SANクラスタでの DRSの無効化, （40ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [仮想SANクラスタの展開（Expand Virtual SAN Cluster）]をクリックします。

ステップ 7 [仮想 SANクラスタの拡張（Expand Virtual SANCluster）]ダイアログボックスで、UCSサーバ、UCSサー
バプール、ESXiホストのフィールドに値を入力します。
ベアメタルサーバから仮想 SANクラスタを展開している場合、ESXiをインストールするため [UCSサー
バ（UCS Server）]または [UCSサーバプール（UCS Server Pool）]を選択します。それ以外の場合は、
[ESXIホスト（ESXI Host）]を選択します。

デフォルトでは、RAIDモードおよびMTUサイズは、最初のクラスタの設定時に選択された値から、自
動的に入力されます。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックし、[送信（Submit）]をクリックします。

ベアメタルサーバからの仮想 SAN クラスタ

ベアメタルサーバから仮想 SAN を作成するための前提条件
ベアメタルサーバから仮想 SANを作成する前に、次の前提条件を満たす必要があります。

VMware 仮想 SAN コントローラの要件

CISCOUCS240M3ラックサーバの場合は、storcliExtractor.shスクリプトによってVMware
仮想 SANが使用する各物理 HDDの仮想 RAID 0ドライブが自動的に作成されます。

LSIコントローラで仮想 RAID 0を設定するには、次の手順を実行します。

• Avago TechnologiesのWebサイトからMegaRAID StorCLIソフトウェアをダウンロードしま
す。

詳細については、http://www.avagotech.com/support/download-searchを参照してください。

• opt/scriptsディレクトリにある storcliExtractor.shスクリプトを実行します。
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storcliEstractor.shスクリプトは、ダウンロードされたMegaRAIDStorCLIソフトウェ
アを抽出し、これを使用できるようにします。スクリプトは、Cisco UCS Directorベアメタ
ルエージェント、リリース 5.2パッチで利用できます。

UCS サービスプロファイルテンプレートの設定要件

次のUCSサービスプロファイルテンプレートの設定は、ベアメタルサーバの操作とワークフロー
に必要です。

この設定は、すべての Cisco UCSサービスプロファイルの設定を含むものではありません。ここ
に示す設定は VMware仮想 SANによる Cisco UCSの実装に固有なものです。

UCSサービスプロファイルテンプレートを新たに作成する必要があります。Cisco UCSを使
用したVmware仮想SAN環境を構築する場合、既存のUCSサービスプロファイルテンプレー
トの更新はサポートされません。

仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートを作成する場合、テンプレートをサーバ
プールと関連付けることはできません。仮想 SANサービスプロファイルにサーバープールを
割り当てる場合は、[後で割り当てる（Assign Later）]オプションを選択できます。

（注）

仮想SANUCSサービスプロファイルテンプレートの作成の詳細については、仮想SANUCSサー
ビスプロファイルテンプレートについて, （103ページ）を参照してください。

BIOSポリシー要件

Cisco UCS C240 M3サーバでは、BIOSポリシーで [USB UI]、[USBPort:SDCard]の詳細設定を [有
効（Enable）]にする必要があります。

ネットワーク設定要件

3つの vNICがテンプレートで定義されていることを確認します。Cisco UCS Director仮想 SAN
ワークフローでは、ESXiインストール時の最初の vNICで管理を定義します。次の 2つの vNIC
は、仮想 SANトラフィックに対する明示的なフェールオーバー順序で使用されます。

vNICに複数の VLANが指定されている場合、vNICが順序づけられていること、また最初の
vNICが PXE VLANの要件を満たしていることを確認します。

（注）

仮想 SANでは、ネットワーク上でマルチキャストが有効になっている必要があります。マルチ
キャストポリシーを定義し、仮想 SAN VLANが定義済みのマルチキャストポリシーを使用する
ように設定されていることを確認する必要があります。

ネットワーク内のシスコデータセンターデバイス全体にエンドツーエンドでジャンボMaximum
Transition Unit（MTU）を設定できます。

Ciscoアップリンクスイッチの設定に関する詳細については、以下を参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/switches/nexus-5000-series-switches/112080-config-mtu-nexus.html

http://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/servers-unified-computing/ucs-b-series-blade-servers/117601-configure-UCS-00.html
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VLANおよびMACプールは、サービスプロファイルの作成前に作成および設定する必要があ
り、VLANは有効なマルチキャストポリシーを持っている必要があります。優先されるブー
トオプションとしてセキュアデジタル（SD）カードを使用してブートポリシーを作成する必
要があり、専用の VMkernalポートは VSANおよび vMotionトラフィック用に使用されます。

（注）

ブートポリシー要件

CiscoUCSDirector仮想SANワークフローは、SDカードを使用したESXiのインストールをサポー
トしています。UCSサービスプロファイルテンプレートで SDカードをブート順のブートデバ
イスとして指定する必要があります。ブート順 SDカードでブートポリシーを定義し、ブートポ
リシーを UCSサービスプロファイルテンプレートに設定する必要があります。

ローカルディスク設定ポリシー要件

サーバとストレージコントローラの RAIDモードに基づいて、さまざまなモード設定が必要にな
ります。

SDカードを使用するには、FlexFlashの状態が有効に設定されている必要があります。

仮想 SAN の LAN ブートポリシー要件

ブート順の最初に設定されたUCSサービスプロファイルテンプレートで定義された最初の vNIC
の LANでブートポリシーを定義する必要があります。

ベアメタルサーバからの仮想 SAN クラスタの作成
ベアメタルサーバから仮想 SANクラスタを作成できます。

はじめる前に

• Cisco UCS Managerと Vmwareアカウントで仮想 SANポッドを作成します。

• Cisco UCS Directorベアメタルエージェントのアカウントを追加し、DHCPを設定し、サー
ビスを開始します。

•ポッドのベアメタルエージェント、UCSサービスプロファイルテンプレートおよびポリシー
を設定します。

•ベアメタルサーバから仮想 SANを作成する前提条件を完了します。

• ESXiイメージをダウンロードし、isoExtractor.shスクリプトを実行します。

OSタイプとして ESXi 5.5 VSANテンプレートを選択する必要があります。作成されたOSカ
タログ名は、ベアメタルサーバから仮想 SANクラスタを作成するときに選択されます。
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Cisco UCS Directorベアメタルエージェントアカウントの追加に関する詳細については、『Cisco
UCS Director Bare Metal Agent Installation and Configuration Guide』を参照してください。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANクラスタを作成する仮想 SANポッドを選択し、[仮想 SANクラスタの作成（Create Virtual SAN
Cluster）]をクリックします。

ステップ 4 [仮想 SANクラスタの作成（Create Virtual SAN Cluster）]ダイアログボックスで、ホストのフィールドに
入力します。

[UCSサーバ（UCSServer）]または [UCSサーバプール（UCSServer Pool）]を選択して、ベアメタルサー
バに ESXiをインストールします。

[ディスクモードの要求（Claim Disk Mode）]ドロップダウンリストでディスクを追加して、クラスタを
拡張できます。自動モードを選択すると、すべてのホストの対象ディスクが自動的に仮想 SANデータス
トアの容量に追加されるように要求されます。手動モードでは、容量が 0GBの仮想 SANクラスタが作成
され、クラスタにディスクを手動で追加する必要があります。

ステップ 5 既存のDVスイッチを選択して、使用するネットワークポリシーを選択し、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

既存の DVスイッチの選択はオプションです。DVスイッチを選択しない場合、新しい DVス
イッチがクラスタの一部として作成されます。

（注）

ステップ 6 データセンターとクラスタ名のフィールドを入力し、仮想 SANクラスタで HAまたは DRSを有効にする
場合は、[HAの有効化（Enable HA）]と [DRSの有効化（Enable DRS）]のチェックボックスをオンにし
て、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 RAIDモードを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
デフォルトの RAIDモードは JBODです。

ステップ 8 [概要（Summary）]ペインで、[サービスプロファイルテンプレートのコンプライアンス（Service Profile
Template Compliance）]レポートを確認します。
コンプライアンスレポートで前提条件が満たされているか、UCSサービスプロファイルテンプレートが
正しく設定されているかを確認します。コンプライアンスレポートで、ネットワーク設定要件、ブート

ポリシー要件、LANブートポリシー要件、スクラブポリシー要件、BIOSポリシー要件およびローカル
ディスク設定ポリシー要件を確認します。

いずれかのフィールドが条件を満たさない場合、CSサービスプロファイルテンプレートで該当するポリ
シーを編集して、すべての要件を満たすようにする必要があります。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SANクラスタは、仮想 SANポッドレポートの [クラスタ（Clusters）]タブに表示されます。
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ベアメタルサーバからの仮想 SAN クラスタの展開
ベアメタルサーバから仮想 SANクラスタを拡張すると、HAおよび DRSの設定には、既存のク
ラスタの設定が反映されます。

仮想 SANクラスタでの HAの有効化/無効化の詳細については、仮想 SANクラスタでの HAの有
効化, （38ページ）および仮想 SANクラスタでの HAの無効化, （39ページ）を参照してくだ
さい。

仮想 SANクラスタでの DRSの有効化/無効化の詳細については、仮想 SANクラスタでの DRSの
有効化, （40ページ）および仮想 SANクラスタでの DRSの無効化, （40ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [仮想SANクラスタの展開（Expand Virtual SAN Cluster）]をクリックします。

ステップ 7 [仮想 SANクラスタの拡張（Expand Virtual SAN Cluster）]ダイアログボックスで、ホストの詳細フィール
ドに値を入力します。

[UCSサーバ（UCSServer）]または [UCSサーバプール（UCSServer Pool）]を選択して、ベアメタルサー
バに ESXiをインストールします。

デフォルトでは、RAIDモードおよびMTUサイズは、最初のクラスタの設定時に選択された値から、自
動的に入力されます。ドロップダウンメニューから RAIDモードを変更できます。

最初のクラスタの設定時に選択された RAIDモードとは異なる RAIDモードに変更すると、警
告メッセージが表示されます。

（注）

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックし、[送信（Submit）]をクリックします。
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仮想 SAN クラスタのポッドへの割り当て
既存の仮想 SANクラスタを検出し、既存の仮想 SANポッドに割り当てることができます。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANクラスタを割り当てる仮想 SANポッドを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックしま
す。

ステップ 4 [仮想SANクラスタ（Virtual SANClusters）]タブで、[ポッドへのクラスタの割り当て（AssignCluster（s）
to Pod）]をクリックします。
[ポッドへのクラスタの割り当て（Assign Cluster（s）to Pod）]ダイアログボックスに Cisco UCS Director
に追加された既存の VMware vCenterアカウントから検出されたすべての仮想 SANクラスタが表示されま
す。

ステップ 5 [ポッドへのクラスタの割り当て（Assign Cluster（s）to Pod）]ダイアログボックスで、1つ以上の仮想
SANクラスタを選択し、[送信（Submit）]をクリックします。
割り当てられた仮想 SANクラスタが選択したポッドの [仮想 SANクラスタ（Virtual SAN Clusters）]タブ
に表示されます。

仮想 SAN クラスタでの HA の有効化
Cisco UCS Directorを使用して、仮想 SANクラスタ上で VMware vSphere HAを有効にすることが
できます。新しい仮想 SANクラスタを作成するときに HAを有効にするか、既存の仮想 SANク
ラスタ上でHAを有効にできます。既存の仮想 SANクラスタ上でHAを有効にすると、ホストモ
ニタリングとアドミッション制御がデフォルトで自動的に有効になり、障害からの復旧時にクラ

スタで十分なリソースを利用できることが保証されます。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 HAを有効にする仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 HAを有効にする仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [HAの有効化（Enable HA）]をクリックします。

ステップ 7 [HAの有効化（Enable HA）]ダイアログボックスで、[ホスト分離応答（Host Isolation Response）]、[VM
モニタリング（VMMonitoring）]、および [データストアのハートビート（Datastore Heartbeating）]オプ
ションを選択します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN クラスタでの HA の無効化

手順の概要

1. メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を
選択します。

2. [ポッド（Pods）]タブをクリックします。
3. HAを無効にする仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。
4. [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
5. HAを無効にする仮想 SANクラスタを選択します。
6. [HAの無効化（Disable HA）]をクリックします。
7. [HAの無効化（Disable HA）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 HAを無効にする仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 HAを無効にする仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [HAの無効化（Disable HA）]をクリックします。

ステップ 7 [HAの無効化（Disable HA）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
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仮想 SAN クラスタでの DRS の有効化
Cisco UCS Directorを使用して、仮想 SANクラスタ上で、VMware Distributed Resource Scheduler
（DRS）を有効化できます。新しい仮想 SANクラスタを作成するときに DRSを有効にするか、
既存の仮想 SANクラスタ上で DRSを有効にできます。既存の仮想 SANクラスタで DRSを有効
にするときに、DRSの自動化レベルを指定できます。

DRSアフィニティルールおよび自動化レベルの使用の詳細については、VMwareDistributedResource
Schedulerについて, （75ページ）を参照してください。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 DRSを有効にする仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 DRSを有効にする仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [DRSの有効化（Enable DRS）]をクリックします。

ステップ 7 [DRSの有効化（Enable DRS）]ダイアログボックスで、[DRSの有効化（Enable DRS）]チェックボックス
をオンにして、DRS自動化レベルを選択します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN クラスタでの DRS の無効化

手順の概要

1. メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を
選択します。

2. [ポッド（Pods）]タブをクリックします。
3. DRSを無効にする仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。
4. [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
5. DRSを無効にする仮想 SANクラスタを選択します。
6. [DRSの無効化（Disable DRS）]をクリックします。
7. [DRSの無効化（DisableDRS）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 DRSを無効にする仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 DRSを無効にする仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [DRSの無効化（Disable DRS）]をクリックします。

ステップ 7 [DRSの無効化（Disable DRS）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN ストレージプロファイルレポートの表示

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pod）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ストレージプロファイル（Storage Profile）]タブをクリックします。
CiscoUCSDirectorで表示されるすべての仮想 SANストレージプロファイルはクラウドレベルにあり、選
択したポッドに関連付けられています。

ステップ 6 仮想 SANストレージプロファイルを選択します。

ステップ 7 仮想 SANストレージプロファイルの詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]をクリックしま
す。
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仮想 SAN ストレージプロファイルの作成

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ストレージプロファイル（Storage Profile）]タブをクリックします。

ステップ 6 [仮想 SANストレージプロファイルの作成（Create Virtual SAN Storage Profile）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージプロファイルの作成（Create StorageProfile）]ダイアログボックスで、ストレージプロファイ
ル名、ストレージプロファイルの説明を入力し、ベンダー固有の機能に基づいてルール設定フィールドに

値を入力します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN UCS サービスプロファイルテンプレートの表
示

はじめる前に

仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートを作成します。

仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートについて, （103ページ）を参照してくださ
い。

仮想 SANUCSサービスプロファイルテンプレートの作成, （104ページ）を参照してください。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 UCS仮想 SANサービスプロファイルテンプレートを表示する仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスプロファイルのテンプレート（Service Profile Templates）]タブをクリックします。
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ポッドに関連付けられているすべての仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートが表示されま
す。

ステップ 6 仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートを選択します。

ステップ 7 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
デフォルトでは、[サマリー（Summary）]タブが表示されます。また、関連するローカルディスク設定ポ
リシー、ブートポリシー、vNIC、スクラブポリシーおよび BIOSポリシーの詳細をそれぞれ、[ローカル
ディスク設定ポリシー（LocalDiskConfiguration Policies）]タブ、[ブートポリシー（Boot Policies）]タブ、
[vNIC（vNICs）]タブ、[スクラブポリシー（Scrub Policy）]タブ、および [BIOSポリシー（BIOSPolicy）]
タブに表示できます。

仮想 SAN ディスクの要求
仮想 SANクラスタレベルで、複数のホストにまたがる共有ストレージを作成するためのディス
クを要求できます。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [ディスクの要求（Claim Disk）]をクリックします。
ダイアログボックスに利用可能な未使用データディスクを含むすべてのホストが表示されます。

ステップ 7 [ディスクの要求（ClaimDisk）]ダイアログボックスで、要求するディスクを選択し、[送信（Submit）]を
クリックします。

すべてのディスクが、選択した仮想 SANクラスタレポートの [ディスク（Disks）]タブに表示さ
れます。
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仮想 SAN ディスクグループへのディスクの追加
仮想 SANディスクグループにディスクグループを追加できます。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANホストに関連付けられている仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ディスクグループ（Disk Groups）]タブをクリックします。
仮想 SANクラスタに関連付けられているすべてのディスクグループが表示されます。

ステップ 8 ディスクを追加するディスクグループを選択します。

ステップ 9 [ディスクグループへのディスクの追加（Add Disks to Disk Group）]をクリックします。

ステップ 10 [ディスクグループへのディスクの追加（Add Disks to Disk Group）]ダイアログボックスでは、仮想 SAN
ディスクグループに追加するディスクを選択します。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN ディスクグループの表示

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 仮想 SANクラスタに関連付けられているディスクグループの詳細を表示するには、[ディスクグループ
（Disk Groups）]タブをクリックします。
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仮想 SAN 認定ポリシーレポートの表示

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SAN認定ポリシーレポートを表示する仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [認定ポリシー（Qualification Policies）]タブをクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SAN認定ポリシーが表示されます。

仮想 SAN 認定ポリシーの作成
ポッドレベルで認定ポリシーを作成し、定義できます。要件に応じて、複数のサーバ認定を組み

合わせて新しい認定ポリシーを作成できます。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SAN認定ポリシーを作成する仮想 SANポッドを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックし
ます。

ステップ 4 [認定ポリシー（Qualification Policies）]タブをクリックします。

ステップ 5 [仮想 SAN認定ポリシーの作成（Create Virtual SAN Qualification Policy）]をクリックします。

ステップ 6 [仮想 SAN認定ポリシーの作成（Create Virtual SANQualification Policy）]ダイアログボックスの [標準ポリ
シー（Standard Policy）]ドロップダウンメニューで、[なし（None）]、[標準M3ポリシー（Standard M3
Policy）]、または [標準M4ポリシー（Standard M4 Policy）]を選択し、認定ポリシーのフィールドに値を
入力します。

[標準M3ポリシー（Standard M3 Policy）]または [標準M4ポリシー（Standard M4 Policy）]を選択する場
合、[サーバモデル PID（Regex）（Server Model PID（Regex））]、[ストレージコントローラモデル
（Regex）（Storage Controller Model（Regex））]、[SSDカウント（SSD count）]、および [HDDカウント
（HDD Count）]フィールドが自動的に入力されます。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco UCS Director VMware vSphere リリース 6.0 管理ガイド
45

仮想 SAN クラスタの管理
仮想 SAN 認定ポリシーレポートの表示



仮想 SAN 対応サーバの認定
仮想 SAN認定ポリシーを作成後、次の手順を実行して仮想 SAN対応サーバを認定します。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SAN対応サーバを認定する仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [認定ポリシー（Qualification Policies）]タブで、[認定タスクの実行（Run Qualification Task）]をクリック
します。

ステップ 6 [認定タスクの実行（Run Qualification Task）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

仮想 SAN認定サーバがサーバプールに追加されます。

仮想 SAN 認定サーバの表示

ステップ 1 メニューバーで [物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインでポッドを展開し、Cisco UCS Managerアカウントをクリックします。

ステップ 3 右側のペインで [組織（Organizations）]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバプールを含む組織を選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 右側のペインで、[サーバプール（Server Pools）]タブをクリックします。

ステップ 6 認定された仮想 SANサーバを追加したサーバプールを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリック
します。

ステップ 7 仮想SAN認定ポリシーを使用して認定されたすべての仮想SANサーバを表示するには、[UCSサーバ（UCS
Servers）]タブをクリックします。
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仮想 SAN クラスタへの仮想 SAN 認定サーバの追加
仮想 SAN対応サーバを認定した後、検出されたサーバを仮想 SANクラスタに追加できます。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANクラスタを作成する仮想 SANポッドを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックしま
す。

ステップ 4 [仮想SANクラスタ（Virtual SAN Clusters）]タブをクリックします。

ステップ 5 [仮想SANクラスタの作成（Create Virtual SAN Cluster）]をクリックします。

ステップ 6 [仮想 SANクラスタの作成（Create Virtual SAN Cluster）]ダイアログボックスで [範囲（Scope）] ドロッ
プダウンメニューから [UCSサーバプール（UCS Server Pool）]を選択します。

ステップ 7 [選択（Select）]ボタンをクリックして、検出された仮想 SAN認定サーバを選択して、仮想 SANクラス
タに追加します。

ステップ 8 ホスト、データセンター、クラスタの詳細、RAIDモードの各フィールドに値を入力します。
デフォルトの RAIDモードは JBODです。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN システムタスクの表示

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 関連する仮想 SANシステムタスクを表示する仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [システムのタスク（System Tasks）]タブをクリックします。
ポッドに関連付けられているアカウントのすべての仮想 SANシステムタスクが表示されます。

次の作業

システムタスクの実行、有効化、無効化について詳しくは、『Cisco UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

Cisco UCS Director VMware vSphere リリース 6.0 管理ガイド
47

仮想 SAN クラスタの管理
仮想 SAN クラスタへの仮想 SAN 認定サーバの追加

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html


仮想 SAN ハードウェアトポロジの表示
仮想 SANクラスタのハードウェアトポロジを表示できます。このトポロジビューには、クラス
タ、ホストおよび VM間の接続が表示されます。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [トポロジ（Topology）]タブをクリックします。

ステップ 8 トポロジを選択します。

ステップ 9 トポロジレポートを更新するには、[トポロジの同期（Sync Topology）]をクリックし、[送信（Submit）]
をクリックし、[OK]をクリックします。
[同期ステータス（Sync Status）]タブに、トポロジの同期の現在のステータスが表示されます。

ステップ 10 [接続の表示（View Connectivity）]をクリックします。
[トポロジビュー -ホスト VMマッピング（Topology View - Host VMMapping）] ダイアログボックスに仮
想SANクラスタと関連付けられているホスト、およびホストに関連付けられているVMが表示されます。

ステップ 11 必要な場合は、次の表示オプションを変更することができます。

• [表示モード（ViewMode）]ドロップダウンリスト：デバイスの間隔と位置を調整します。トポロジ
ビューのカスタマイズに使用できるオプションは、このモードで決まります。次の表示モードを選択

できます。

◦ [階層（Hierarchical）]

◦ [同心（Concentric）]

◦ [ラウンドロビン（Circular）]

◦ [強制の実行（Force Directed）]

• [項目のスペース設定を許可（AllowItemSpacing）]チェックボックス：階層表示モードでのデバイス
間の距離を大きくします。
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仮想 SAN ホストのメンテナンスモードへの移行
Cisco UCS Directorにより、仮想 SANホストを次のメンテナンスモードに移動できます。

•アクセシビリティの確保（Ensure accessibility）：これはデフォルトのホストメンテナンス
モードです。ホスト上のアクセス可能なすべての仮想マシンは、ホストの電源がオフになっ

ているとき、またはクラスタから削除されるときに、アクセス可能なままになります。部分

的なデータの移行が行われます。

•完全なデータ移行（Full data migration）：このホストメンテナンスモードは最も時間とリ
ソースを消費します。Vmware仮想 SANは、クラスタ内の他のすべてのホストにすべての
データを移動し、クラスタ内で影響を受けるコンポーネントの可用性コンプライアンスを修

正します。このオプションは永続的なホストの移行に使用できます。仮想マシンのオブジェ

クトがホスト上にデータを持つ場合、ホストはメンテナンスモードに入ることができず、ア

クセスすることも完全に移行することもできません。クラスタ内の最後のホストからデータ

を移行する場合、必ず仮想マシンを別のデータストアへ移行して、ホストをメンテナンス

モードにしてください。

•データ移行なし（No data migration）：このホストメンテナンスモードではホストからデー
タを移行しません。ホストの電源を切るか、クラスタから削除すると、一部の仮想マシンに

アクセスできなくなる可能性があります。

はじめる前に

仮想 SANホストをメンテナンスモードに移動する前に、次の点に注意する必要があります。

•すべての関連付けられている仮想マシンの電源を切ります。関連付けられている仮想マシン
の電源が切られていないと、タスクが失敗します。

•タスクは、すべての仮想マシンをクラスタ内の他のホストに移行します。

•仮想マシンは、ストレージをクラスタ内の他のホストに移行しなければなりません。ホスト
をメンテナンスモードに移動する前と後にデータを確認する必要があります。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANホストに関連付けられている仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 メンテナンスモードに移動する仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [メンテナンスモードにホストを移動（Move Host To Maintenance Mode）]をクリックします。

ステップ 7 [メンテナンスモードにホストを移動（Move Host To Maintenance Mode）]ダイアログボックスでホスト
ノードを選択し、[メンテナンスモード（Maintenance Mode）]ドロップダウンメニューで [アクセシビリ
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ティを確保（Ensure accessibility）]、[完全なデータ移行（Full data migration）]、または [データ移行なし
（No data migration）]を選択します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN ホストの廃止
Cisco UCS Directorで、仮想 SANクラスタから仮想 SANホストを廃止できます。[ホストの廃止
（Decommission Host）]ボタンで以下のタスクを実行すると、クラスタからホストが完全に削除
されます。

•仮想 SANホストノードをメンテナンスモードにする。

•仮想 SANホストを関連付けられている DVスイッチから削除する。

•仮想 SANホストを仮想 SANクラスタと VMware vCenterから削除する。

[ホストの廃止（Decommission Host）]ダイアログボックスで、以下の廃止オプションを選択でき
ます。

• [UCSサービスプロファイルの関連付けの解除（DisassociateUCSService Profile）]：仮想SAN
ホストを仮想 SANクラスタから廃止し、また Cisco UCS Managerからそれぞれの UCSサー
ビスプロファイルの関連付けを解除できます。

• [UCSサービスプロファイルの関連付けの削除（Delete UCS Service Profile）]：仮想 SANホ
ストを仮想 SANクラスタから廃止し、また Cisco UCS Managerからそれぞれの UCSサービ
スプロファイルの関連付けを解除して削除できます。

必要なノードの最小数で動作する仮想 SANクラスタから仮想 SANホストを廃止することはで
きません。

（注）

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANホストに関連付けられている仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 仮想 SANホストを廃止する仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ホスト（Hosts）]タブをクリックします。
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クラスタに関連付けられているすべての仮想 SANホストが表示されます。

ステップ 8 仮想 SANクラスタから廃止する仮想 SANホストを選択します。

ステップ 9 [ホストの廃止（Decommission Host）]をクリックします。

ステップ 10 [ホストの廃止（DecommissionHost）]ダイアログボックスで、ホストのパスワードを入力して、次のオプ
ションのいずれかをチェックします。

•ホストの廃止（Decommission Host）

• UCSサービスプロファイルの関連付け解除（Disassociate UCS Service Profile）

• UCSサービスプロファイルの削除（Delete UCS Service Profile）

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN クラスタの廃止
Cisco UCS Directorで仮想 SANクラスタを VMware vCenterから廃止できます。[クラスタの廃止
（Decommission Cluster）]ボタンで以下のタスクを実行すると、VMware vCenterから仮想 SANク
ラスタが完全に削除されます。

•仮想 SANホストをオフにする。

•仮想 SANホストをクリーンアップする。

•仮想 SANホストを関連付けられている DVスイッチから削除する。

•関連付けられている DVスイッチと DVポートグループを削除する。

•ホストを登録解除し、仮想 SANクラスタを VMware vCenterから削除する。

•関連付けられているUCSサービスプロファイルをCiscoUCSManagerから関連解除し、削除
する。

仮想 SANクラスタに VMが存在する場合、VMware vCenterから仮想 SANクラスタを廃棄で
きません。

（注）

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ポッド（Pods）]タブをクリックします。

ステップ 3 VMware vCenterから廃棄する仮想 SANクラスタに関連付けられた仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ポッドに関連付けられているすべての仮想 SANクラスタが表示されます。

ステップ 5 VMware vCenterから廃棄する仮想 SANクラスタを選択します。

ステップ 6 [クラスタの廃棄（Decommission Cluster）]をクリックします。

ステップ 7 [クラスタの廃棄（DecommissionCluster）]ダイアログボックスで、ホストのパスワードを入力して、次の
オプションのいずれかをチェックします。

•ホストの廃止（Decommission Hosts）

• UCSサービスプロファイルの関連付け解除（Disassociate UCS Service Profiles）

• UCSサービスプロファイルの削除（Delete UCS Service Profiles）

クラスタ内のすべてのホストは同じホストパスワードにする必要があります。

[UCSサービスプロファイルの関連付け解除（Disassociate UCS Service Profiles）]をオンにする
と、[ホストの廃棄（Decommission Hosts）]オプションもオンになります。[UCSサービスプロ
ファイルの削除（Delete UCS Service Profiles）]をオンすると、[UCSサービスプロファイルの関
連付け解除（Disassociate UCS Service Profiles）]および [ホストの廃止（Decommission Hosts）]
オプションもオンになります。

（注）

ステップ 8 関連付けられているDVスイッチおよびDVポートグループを削除するには、[DVスイッチの削除（Delete
DVSwitch）]をオンにします。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想 SAN 向け Infrastructure as a Service の管理
[IaaS]タブを使用して、すべての仮想 SANのインフラストラクチャリソースを管理できます。仮
想 SANポッドの詳細を表示することにより、以下を管理できます。

•仮想マシン（VM）

•仮想データセンター（VDC）

•カタログ

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [IaaS]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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デフォルトでは、[VM（VMs）]タブが表示されます。電源をオン、オフにするか、または関連付けられ
ている VMの詳細を表示できます。また、[VDC]および [カタログ（Catalog）]タブに VDCとカタログの
詳細を表示できます。すべての VMレベルのアクションがサポートされます。

仮想 SAN 仮想データセンターの作成
仮想SANリソース、動作の詳細、ルール、およびポリシーを組み合わせて特定の仮想SANグルー
プの要件を管理する仮想 SANの仮想データセンター（VDC）を作成できます。仮想 SANVDC作
成ウィザードでは、選択したポッドに関連付けられているプライベートクラウドに仮想 SANVM
をプロビジョニングするために必要なポリシーを設定できます。

はじめる前に

仮想 SANポッドに仮想アカウントが追加されていることを確認します。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [IaaS]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
デフォルトでは、[VM（VMs）]タブが表示されます。仮想 SANポッドに関連付けられているすべての
VMが表示されます。

ステップ 5 [vDC]タブをクリックします。

ステップ 6 [仮想 SAN vDC作成ウィザード（Virtual SAN vDC Creation Wizard）]をクリックします。
このウィザードを使用して、VDCの仮想ポリシーを作成し、サービス提供ポリシーを設定できます。デ
フォルトでは、このウィザードは仮想 SANクラスタ用の標準 VDCのコンピューティング、ネットワー
ク、ストレージのポリシーを自動的に作成します。仮想 SANクラスタ用の既存のシステム、コンピュー
ティング、ネットワークのポリシーを選択するか、新しいポリシーを作成できます。

[リンク済み複製の使用（Use Linked Clone）]チェックボックスをオンにしてリンク済み複製を使用する
と、仮想 SAN vDC用に自動的に作成されたストレージポリシーにリンク済み複製が設定されます。

特定のニーズに対応するポリシーを編集するには、メニューバーで [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイ
パーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）]を選択します。

次の作業

仮想 SAN VDCを作成すると、VDCを選択または変更できるようになります。
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仮想 SAN カタログの作成
選択したポッドに関連付けられたクラウド専用の仮想 SAN標準カタログを作成できます。仮想
SANの [カタログの追加（AddCatalog）]ダイアログでは、[ポリシー（Policies）]タブで利用でき
る [カタログの追加（Add Catalog）]ダイアログと同じ機能が提供されますが、表示されるのは
Vmware標準カタログのみで、これは選択したポッドにカタログを関連付けます。

カタログの追加の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照してくださ
い。

ステップ 1 メニューバーで、[ハイパーコンバージド（HyperConverged）] > [仮想 SAN（Virtual SAN）]を選択しま
す。

ステップ 2 [IaaS]タブをクリックします。

ステップ 3 仮想 SANポッドを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックします。
デフォルトでは、[VM（VMs）]タブが表示されます。仮想 SANポッドに関連付けられているすべての
VMが表示されます。

ステップ 5 [カタログ（Catalog）]タブをクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]（+）をクリックします。

ステップ 7 [カタログの追加（Add Catalog）]ダイアログボックスの [基本情報（Basic Information）]ペインで、必要
なフィールドに値を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。
標準カタログタイプとクラウド名は事前に選択されています。また、ISOイメージを使用して、新しい
VMをプロビジョニングできます。

ステップ 8 [アプリケーションの詳細（Application Details）]ペインで、フィールドに値を入力して、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 9 [ユーザクレデンシャル（User credentials）]ペインで、VMユーザの資格情報アクセスオプションを指定
し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [カスタマイズ（Customization）]ペインで、カスタマイズオプションとカスタムアクションを指定し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [VMアクセス（VMAccess）]ペインでエンドユーザがVMにアクセスできるかを指定し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 12 [概要（Summary）]ペインでカタログ情報を確認し、[送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

仮想 SANストレージカタログを作成すると、カタログを選択して、サービスリクエストの作成
やカタログの変更が可能になります。
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仮想 SAN VDC ポリシーを使用した VM のプロビジョニング
仮想 SANストレージカタログを作成すると、クラスタ用に定義された VDCポリシーを使用して
仮想 SANクラスタに VMをプロビジョニングするサービスリクエストを作成できます。[サービ
スの作成（Create Service）]ダイアログボックスで、ポッドレベルで定義された仮想 SANクラス
タと VDCポリシーの固有の値に基づいて VMをプロビジョニングすることができます。

サービスリクエストの作成の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照
してください。

ステップ 1 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（ServiceRequests）]の順に選択します。

ステップ 2 [サービスリクエスト（Service Request）]タブを選択します。

ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。

ステップ 4 カタログタイプを選択して、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスの作成（Create Service）]ダイアログボックスで、必要なフィールドに値を入力し、仮想 SAN
カタログを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [プロビジョニング設定（ProvisioiningConfiguration）]ペインで、仮想SANVDCを選択して、必要なフィー
ルドに値を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 サービスリクエストの概要を確認します。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 8 章

VMware ホストプロファイルの管理

この章は、次の項で構成されています。

• VMwareホストプロファイルについて, 57 ページ

• Cisco UCS Directorでのホストプロファイルを使用したホストの設定, 58 ページ

• ホストプロファイルのレポートの表示, 59 ページ

• ホストプロファイルの作成, 59 ページ

• ホストプロファイルへホストを接続する, 60 ページ

• ホストプロファイルからホストを接続解除する, 60 ページ

• ホストプロファイルの適用, 61 ページ

VMware ホストプロファイルについて
VMwareホストプロファイルでは、既存のホスト設定を取得し、ESX/iサーバにオーバーレイす
ることができます。また、ホストが元の設計から変更されているかどうかを判断することが可能

で、すべてのホストが元のホストと同じに設計されていることを保証するうえで役に立ちます。

1つのホストプロファイルは、次の 2つの部分から構成されています。

構成の詳細

特定の構成設定についての詳細も含めて、ホストの構成がどのように見えるかを管理するポ

リシーについて示しています。

コンプライアンスの詳細

プロファイルで指定されているとおりにホストが構成されていることを保証するために実行

される、一連のチェックを示しています。

Cisco UCS Director VMware vSphere リリース 6.0 管理ガイド
57



Cisco UCS Directorでのホストプロファイルを使用したホ
ストの設定

CiscoUCSDirectorでは、ホストプロファイルを使用してホストを設定することができます。以下
に記載されている手順を、所定の順序で使用してタスクを手動で実行するか、タスクライブラリ

に定義されているオーケストレーションワークフロータスクを使用します。

タスク名参照説明名前

ホストプロファイルの作成ホストプロファイルの作成,
（59ページ）

既存の VMware
ESX/ESXiホスト
または参照ホスト

の設定を取得し、

他のホストの設定

で使用できるテン

プレートにカプセ

ル化することに

よって、ホストプ

ロファイルが作成

されます。

1.ホストプロファ
イルの作成

ホストプロファイルへホス

トを接続する

ホストプロファイルへホス

トを接続する, （60ペー
ジ）

ホストプロファイ

ルを作成したら、

そのプロファイル

を 1つ以上のホス
トに接続できま

す。

2.ホストプロファ
イルへホストを接

続する

ホストプロファイルからホ

ストを接続解除する

ホストプロファイルからホ

ストを接続解除する, （60
ページ）

ホストプロファイ

ルからホストを接

続解除できます。

3.（任意）ホスト
プロファイルから

ホストを接続解除

する

ホストプロファイルの適用ホストプロファイルの適用,
（61ページ）

ホストプロファイ

ルを、接続したホ

ストに適用できま

す。適用する場

合、ホストプロ

ファイルの設定

は、接続したホス

トにコピーされま

す。

4.ホストプロファ
イルの適用

   Cisco UCS Director VMware vSphere リリース 6.0 管理ガイド
58

VMware ホストプロファイルの管理
Cisco UCS Directorでのホストプロファイルを使用したホストの設定



ホストプロファイルのレポートの表示

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [ホストプロファイル（Host Profiles）]タブをクリックします。
Cisco UCS Directorで使用可能なすべてのホストプロファイルが表示されます。

これらは、クラウドレベルで使用できるホストプロファイルで

す。

（注）

ステップ 3 ホストプロファイルを選択します。

ステップ 4 ホストプロファイルの詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ホストプロファイルの作成

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [ホストプロファイル（Host Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 3 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 4 [ホストプロファイルの作成（Create Host Profile）]画面で、次のフィールドに入力します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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ホストプロファイルへホストを接続する

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するコンピュート（Compute for All Clouds）]ペインで、[VMware]クラウドを選択
します。

ステップ 3 [ホストプロファイル（Host Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 ホストを接続するホストプロファイルを選択します。

ステップ 5 [ホストプロファイルへホストを接続する（Attach Host to Host Profile）]をクリックします。

ステップ 6 [ホストプロファイルへホストを接続する（Attach Host to Host Profile）]ダイアログボックスで、ホスト
プロファイルに接続するホストを選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

ホストプロファイルからホストを接続解除する

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [ホストプロファイル（Host Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 3 [ホストプロファイル（Host Profiles）]で、ホストを接続解除するホストプロファイルを選択します。

ステップ 4 [ホストプロファイルからホストを接続解除（Detach Host from Host Profile）]をクリックします。

ステップ 5 [ホストプロファイルからホストを接続解除（Detach Host from Host Profile）]ダイアログボックスで、ホ
ストプロファイルから接続解除するホストを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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ホストプロファイルの適用

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するコンピュート（Compute for All Clouds）]ペインで、[VMware]クラウドを選択
します。

ステップ 3 [ホストプロファイル（Host Profiles）]タブをクリックします。

ステップ 4 [ホストプロファイル（Host Profile）]で、適用するホストプロファイルを選択します。

ステップ 5 [ホストプロファイルの適用（Apply Host Profile）]をクリックします。

ステップ 6 [ホストプロファイルの適用（Apply Host Profile）]ダイアログボックスで、ホストプロファイルを適用す
る接続済みホストを選択します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 9 章

VMware vMotion の管理

この章は、次の項で構成されています。

• VMware vMotionと vCenter Storage vMotionについて, 63 ページ

• 移行オプション, 64 ページ

• [Migrate VM（VMの移行）]ウィザードを使用した移行, 65 ページ

• VMの移行ワークフロータスクを使用した移行, 65 ページ

VMware vMotion と vCenter Storage vMotion について
VMwarevMotion（vMotion）テクノロジーを使用すると、互換性のある物理サーバ間で、ダウンタ
イムなしのサービス可用性および完全なトランザクションの整合性を保持したまま、実行中の仮

想マシンを移行できます。VM全体の状態は、共有ストレージに保存されたファイルセットでカ
プセル化されます。VMwareの VMFSクラスタファイルシステムを使用すると、ソースおよび
ターゲットの両方の ESX Serverが VMファイルに同時にアクセスできるようになります。アク
ティブなメモリと VMの正確な実行状態を、高速ネットワークを介して迅速に送信することがで
きます。ネットワークもESXServerによって仮想化されているため、VMはネットワーク IDと接
続を保持し、シームレスな移行プロセスを保証します。

VMware vCenterのStorage vMotion（Storage vMotion）では、VMおよびそのディスクファイルを、
VMの実行中にデータストア間で移行できます。これらのデータストアは、同じストレージアレ
イに配置することも、別のストレージアレイに配置することもできます。次の用語は、vMotion
テクノロジーを理解するうえで重要です。

ホスト

VMwareインフラストラクチャのハードウェアリソースプールの一部である物理サーバ。

コールドマイグレーション

送信元ホストで電源をオフしたVMの移行。VMは、VMの転送が完了した後、宛先ホスト
でもう一度電源オンになります。
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ホットマイグレーション

電源がオンになっているVMの移行。送信元ホストで実行していたVM（およびアプリケー
ション）は、ホットマイグレーションの完了後、変更の影響を受けずに、宛先ホストで実

行を継続します。

移行オプション
VMの実行状態に基づき、ユーザが使用できる移行オプションにはわずかな違いがあります。電
源がオフになっている VMでは、すべての移行オプションを提供することが可能で、これらのオ
プションは同時に実行できます。一方、電源がオンになっているVMでは、同じジョブ内のリソー
スまたはデータのみ移行できます。

表 2：移行オプション

VM 状態タイプ説明オプション

電源オフ（コール

ド）または電源オン

（ホット）

vMotionVMを別の ESX/ESXiホストへ
移動します。

ホストの変更

電源オフ（コール

ド）または電源オン

（ホット）

Storage vMotionVM構成ファイルと仮想ディス
クを移動します。

データストアの変更

電源オフ（コール

ド）

実行中の

VMでは、
vMotionと
Storage
vMotionを
同時に実

行できま

せん。

（注）

結合された vMotion
と Storage vMotion

VMを別の ESX/ESXiホストに
移動し、構成ファイルと仮想

ディスクを移動します。

ホストとデータスト

アの両方の変更
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[Migrate VM（VM の移行）] ウィザードを使用した移行
vMotionまたは Storage vMotionを実行するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブをクリックします。

ステップ 3 移行する VMを選択し、下向き矢印ボタンをクリックします。[VMの移行（Migrate VM）]を選択しま
す。

ステップ 4 [VMの移行（Migrate VM）]ダイアログで、移行のタイプを選択し、該当する場合、移行する VMのホス
トノードまたはデータストアを選択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

VM の移行ワークフロータスクを使用した移行
Cisco UCS Directorタスクライブラリから移行用のワークフローへ、[VMの移行（Migrate VM）]
タスクを追加することができます。
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[VMの移行（Migrate VM）]タスクは、移行オプション, （64ページ）で説明している 3つ
のオプションすべてについて VMの移行をサポートしています。

（注）

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [ワークフロー（Worklows）]タブをクリックします。

ステップ 3 [ワークフローデザイナ（Workflow Designer）]でワークフローを開きます。

ステップ 4 [使用できるタスク（Available Tasks）]ペインで、[Virtualization Taks/VMware Tasks/VMwareVMTasks]フォ
ルダへナビゲートします。

ステップ 5 Migrate VMフォルダを [ワークフローデザイナ（Workflow Designer）]ペインへドラッグアンドドロップ
します。

ステップ 6 [タスクの追加（VMの移行）（Add Task（Migrate VM））]ダイアログボックスで、ワークフロータスク
に関する基本情報のフィールドに値を入力します。

ステップ 7 [ユーザ入力マッピング（User InputMapping）]画面で、使用するワークフロー入力フィールドの属性を選
択します。

ステップ 8 [タスク入力（Task Inputs）]画面で、ワークフロー入力にマッピングされていないタスク入力の値を選択
します。

ステップ 9 [ユーザ出力マッピング（UserOutputMappings）]画面で、ワークフローの出力で使用するタスクの出力属
性に対して、[ユーザ出力にマッピング（Map to User Output）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 10 章

VMware リモートコンソールの有効化

この章は、次の項で構成されています。

• VMwareリモートコンソール（VMRC）, 67 ページ

• VMRCの有効化, 69 ページ

• カタログを使用した VMRCの有効化, 70 ページ

• VMRCコンソールアクセス用の VMオプションの有効化, 70 ページ

• Cisco UCS Directorでの VMRC対応Webブラウザの起動, 70 ページ

• Cisco UCS Directorでのスタンドアロン VMRCプラグインからの VMRC対応Webブラウザ
の起動, 71 ページ

• USBデバイスの VMRCへの接続, 72 ページ

• USBデバイスの VMRCからの接続解除, 73 ページ

VMware リモートコンソール（VMRC）
VMware vSphereおよび vCloudDirectorには、サポート対象のWebブラウザでロード可能なVMware
リモートコンソール（VMRC）ブラウザのプラグインが含まれています。ブラウザで実行する
Webアプリケーションは、VMRCブラウザのプラグインを使用して仮想マシンのコンソール機能
にアクセスできます。この場合には VMRC JavaScript APIを使用します。VMRCブラウザのプラ
グインおよび VMRC APIを使用するWebアプリケーションでは、ユーザは、適切なWebブラウ
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ザおよびオペレーティングシステムを持つ任意のシステムから仮想マシンに対してリモートでア

クセスし、やりとりすることができます。

図 1：VMRC トポロジ

（注） •クライアントブラウザと ESXiホスト間にファイアウォールがある場合は、VMRCコン
ソールポート 903を TCP経由で開く必要があります。

•スタンドアロン VMRCプラグインはシステム管理者向けにのみサポートされており、現
在エンドユーザ向けにはサポートされていません。

Internet Explorerブラウザでの VMRCプラグインの使用の制限事項

Internet Explorerブラウザで VMRCプラグインを使用する場合、次の制限事項が確認されていま
す。

• VMが Internet Explorerからアクセスされたとき、VMが接続された後でも接続状態の変化が
正しく表示されません。

• USBデバイスをターゲットの仮想マシンに接続または切断しても、USBが接続または切断さ
れたという応答はありません。

これは VMRCブラウザプラグインが Internet Explorerのイベントを正しく処理していないためで
す。

既存の VMRCブラウザのプラグインがブラウザのアップデートのために機能しなくなった場合
は、スタンドアロンVMRCプラグインを使用することで、VMクライアントを起動してVMコン
ソールにアクセスできます。VMRCの使用についての詳細は、VMwareのマニュアルを参照して
ください。

リモートデスクトップ、Webアクセスまたは VNCコンソールを使用しても VMクライアントを
起動できます。代わりとなるアクセス方式を使用したVMクライアントの起動の詳細については、
『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照してください。
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VMRC の有効化
デフォルトでは、Cisco UCSDirectorで検出されるすべてのVMに対して、VMRCコンソールは無
効になっています。VMRCを有効にする方法は、次の 2とおりあります。

参照説明名前

カタログを使用したVMRCの有効化,（
70ページ）を参照してください。

VMコンソールの設定オプ
ションが有効になっている

カタログを使用してVMの
プロビジョニングを完了す

ると、VMは VMRCコン
ソールにアクセスできるよ

うになります。

カタログの使用

VMRCコンソールアクセス用の VMオ
プションの有効化, （70ページ）を参照
してください。

[仮想（Virtual）] > [コン
ピューティング

（Compute）]の下にあ
る、VMインターフェイス
で [VMRCコンソールの有
効化/無効化
（Enable/Disable VMRC
Console）]オプションを有
効にすることができます。

VMオプションの有効化

上記のいずれかの方法を使用して、VMRCコンソールにアクセスできるようになったら、VMRC
コンソールで VMを起動できます。Cisco UCS Directorでの VMRC対応Webブラウザの起動, （
70ページ）を参照してください。.
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カタログを使用した VMRC の有効化

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]の順に選択します。

ステップ 2 VMRCコンソールへのアクセスを有効にするカタログを選択します。

ステップ 3 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 [カタログの修正（Modify Catalog）]ウィザードのすべての画面で、[VMへのアクセス（VM Access）]画
面が表示されるまでデフォルトのまま [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [VMアクセス（VM Access）]画面の [VMRCコンソールの設定（VMRC Console Configuration）]で [有効
（Enable）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [概要（Summary）]画面で、表示される情報を確認して [送信（Submit）]をクリックします。

VMRC コンソールアクセス用の VM オプションの有効化

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブをクリックします。

ステップ 3 下向きの矢印ボタンをクリックして、[VMRCコンソールの有効化/無効化（Enable/DisableVMRCConsole）]
を選択します。

ステップ 4 [VMRCコンソールアクセスを有効化（Enable VMRC Console Access）]画面で、[VMRCコンソールの有効
化（Enable VMRC Console）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco UCS Directorでの VMRC 対応 Web ブラウザの起動
ご使用のWebブラウザにVMRCプラグインがインストールされている場合は、CiscoUCSDirector
で VMRCを使用することができます。
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vSphere Webクライアント経由で VMにアクセスできる場合、Cisco UCS Director GUIから
VMRCを使用して、VMコンソールにアクセスできます。

（注）

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブを選択します。

ステップ 3 [VM]ペインで VMを選択します。

ステップ 4 VMを右クリックし、[VMクライアントの起動（Launch VM Client）]を選択します。

ステップ 5 [クライアントの起動（Launch Client）]ダイアログボックスで、[VMRCコンソール（ブラウザプラグイ
ン）（VMRC Console（Browser Plugins））]を、VMクライアントを起動するためのアクセス方式として
選択します。

ステップ 6 [続行（Proceed）]をクリックします。
その他のアクセス方式からの VMクライアントの起動の詳細については、『 UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

Cisco UCS Directorでのスタンドアロン VMRC プラグイン
からの VMRC 対応 Web ブラウザの起動

Cisco UCSDirectorでは、スタンドアロンVMRCプラグインを使用して、VMコンソールにアクセ
スできます。VMRCスタンドアロンプラグインのオプションは、VMware vCenterバージョン 5.5
以降でのみ使用できます。

既存の VMRCブラウザがブラウザの更新により機能しなくなっている場合、スタンドアロン
の VRMCプラグインを使用して、VMクライアントを起動できます。

スタンドアロン VMRCプラグインはシステム管理者向けにのみサポートされており、現在エ
ンドユーザ向けにはサポートされていません。

（注）

はじめる前に

ローカルシステムに VMwareリモートコンソールをインストールします。
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ローカルシステムに VMRCをダウンロードしてインストールする方法は、www.vmware.com/go/
download-vmrcを参照してください。

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブを選択します。

ステップ 3 [VM]ペインで VMを選択します。

ステップ 4 VMを右クリックし、[VMクライアントの起動（Launch VM Client）]を選択します。

ステップ 5 [クライアントの起動（Launch Client）]ダイアログボックスで、[VMRCコンソール（スタンドアロンプ
ラグイン）（VMRC Console（Standalone Plug-in））]を、VMクライアントを起動するためのアクセスス
キームとして選択します。

ステップ 6 [続行（Proceed）]をクリックします。

ステップ 7 [アプリケーションの起動（Launch Application）]ダイアログボックスで、[VMwareリモートコンソール
（VMware Remote Console）]を選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
その他のアクセス方式からの VMクライアントの起動の詳細については、『 UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

USB デバイスの VMRC への接続
VRMCコンソールに USBパススルーデバイスを接続して、保存された VM設定ファイルにアク
セスできます。

VMRCを VMware vCloud Directorで使用する場合、USBデバイスの接続はサポートされませ
ん。

VMRCコンソール（ブラウザプラグイン）を通じた USBデバイスサポートは、Firefoxでの
み動作します。

（注）

はじめる前に

• USBコントローラがインストールされている必要があります。
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• VMRCコンソールにアクセスする前に、仮想マシンのリモートコンソールのブラウザプラ
グインをインストールします。

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブを選択します。

ステップ 3 [VM]ペインで VMを選択します。

ステップ 4 VMを右クリックし、[VMクライアントの起動（Launch VM Client）]を選択します。

ステップ 5 [クライアントの起動（Launch Client）]ダイアログボックスで、[VMRCコンソール（ブラウザプラグイ
ン）（VMRC Console（Browser Plug-in））]または [VMRCコンソール（スタンドアロンプラグイン）
（VMRC Console（Standalone Plug-in））]をVMクライアントを起動するためのアクセススキームとして
選択します。

ステップ 6 [続行（Proceed）]をクリックします。
VMクライアントが新しいブラウザウィンドウで起動します。

ステップ 7 VMクライアントで、[USBデバイスの接続（Connect USB Device）]をクリックします。

ステップ 8 [USBデバイス（USB Devices）]ダイアログボックスで、使用可能な USBデバイスのリストから使用する
USBデバイスを選択します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

USB デバイスの VMRC からの接続解除

手順の概要

1. メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。
2. [VM（VMs）]タブを選択します。
3. [VM]ペインで VMを選択します。
4. VMを右クリックし、[VMクライアントの起動（Launch VM Client）]を選択します。
5. [クライアントの起動（LaunchClient）]ダイアログボックスで、[VMRCコンソール（ブラウザ
プラグイン）（VMRC Console（Browser Plug-in））]または [VMRCコンソール（スタンドア
ロンプラグイン）（VMRCConsole（Standalone Plug-in））]をVMクライアントを起動するた
めのアクセススキームとして選択します。

6. [続行（Proceed）]をクリックします。
7. VMクライアントで、[USBデバイスの接続解除（DisconnectUSBDevice）]をクリックします。
8. [USBデバイス（USB Devices）]ダイアログボックスで、選択した接続解除するUSBデバイス
をオフにします。

9. [OK]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [VM（VMs）]タブを選択します。

ステップ 3 [VM]ペインで VMを選択します。

ステップ 4 VMを右クリックし、[VMクライアントの起動（Launch VM Client）]を選択します。

ステップ 5 [クライアントの起動（Launch Client）]ダイアログボックスで、[VMRCコンソール（ブラウザプラグイ
ン）（VMRC Console（Browser Plug-in））]または [VMRCコンソール（スタンドアロンプラグイン）
（VMRC Console（Standalone Plug-in））]をVMクライアントを起動するためのアクセススキームとして
選択します。

ステップ 6 [続行（Proceed）]をクリックします。
VMクライアントが新しいブラウザウィンドウで起動します。

ステップ 7 VMクライアントで、[USBデバイスの接続解除（Disconnect USB Device）]をクリックします。

ステップ 8 [USBデバイス（USB Devices）]ダイアログボックスで、選択した接続解除する USBデバイスをオフにし
ます。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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第 11 章

VMware Distributed Resource Scheduler の管
理

この章は、次の項で構成されています。

• VMware Distributed Resource Schedulerについて, 75 ページ

• DRSのアフィニティルールの使用, 76 ページ

• DRSの有効化または無効化, 77 ページ

• DRS自動化レベルの使用, 77 ページ

• DRSグループマネージャについて, 78 ページ

• VMアフィニティルールのマッピングについて, 79 ページ

• VMアフィニティルールのマッピング, 79 ページ

VMware Distributed Resource Scheduler について
VMwareDistributedResource Scheduler（DRS）は、仮想化された環境で使用できるリソースを使用
して、コンピューティングの負荷バランスを調整するユーティリティです。DRSは、VMアフィ
ニティルールと呼ばれる、事前に定義されたルールに基づいて、VM間で有効なリソースを動的
に割り当てます。これらのルールはクラスタレベルで定義されます。VMで負荷が増加すると、
DRSはリソースプール内の物理サーバ間でVMを再配布して、追加のリソースを動的に割り当て
ます。クラスタ間での VMの配置は、VMアフィニティルールだけでなく vMotionの互換性にも
基づいています。vMotionにはホスト間で VMを移動するための独自の一連の要件があります。
たとえば、（どの物理アダプタにも接続されていない）ローカルネットワークを備えている VM
は、VMotionを使用して移動することはできません。
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DRS のアフィニティルールの使用
アフィニティルールを使用して、クラスタ内のホスト上にある仮想マシンの配置を制御できま

す。

アフィニティルール

アフィニティルールは、同じホスト上で実行する必要がある一連の VMを定義します。こ
のルールは、特定のホストに VMをまとめて保持するうえで有用です。このルールはクラ
スタ内でもあてはまります。

アンチアフィニティルール

アンチアフィニティルールは、異なるホスト上で実行する必要がある一連の VMを定義し
ます。このルールは、複数の VMを分離して、同じホスト内に配置しないようにする場合
に有用です。

VM-Hostルール

VM-Hostルールは、VMとホスト間でのアフィニティおよびアンチアフィニティの関係を定
義します。このルールは、VMを 1つのグループとして保持する、または分離させる場合に
有用です。

DRS ルールの表示

ステップ 1 メニューバーで [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Comput）の順に選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]タブをクリックします。

ステップ 3 [クラスタ（Clusters）]をダブルクリックします。

ステップ 4 [SDRSルール（SDRS Rules）]タブをクリックします。
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DRS ルールの追加

ステップ 1 メニューバーで [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Comput）の順に選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]タブをクリックします。

ステップ 3 [クラスタ（Clusters）]をダブルクリックします。

ステップ 4 [SDRSルール（SDRS Rules）]タブを選択します。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [ルールの追加（Add Rule）]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
a) 規則のタイプを選択します。[仮想マシンをまとめる（Keep Virtual Machines Together）]を選択してア
フィニティルール、[仮想マシンをまとめない（Separate Virtual Machine）]を選択して、アンチアフィ
ニティルール、[ホストへの仮想マシン（Virtual Machines to hosts）]を選択して、VMホストアフィニ
ティルールを追加できます。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

DRS の有効化または無効化

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]タブをクリックします。

ステップ 3 DRSを有効または無効にするクラスタを選択します。

ステップ 4 [DRSの有効化/無効化（Enable/Disable DRS）]をクリックします。

ステップ 5 [DRSの有効化/無効化（Enable/Disable DRS）]ダイアログボックスで、[DRSの有効化（Enable DRS）]
チェックボックスをオンまたはオフにして、該当する場合は DRS自動化レベルのタイプを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

DRS 自動化レベルの使用
DRSクラスタの作成後に、個々のVMの自動化レベルをカスタマイズして、クラスタのデフォル
トの自動化レベルをオーバーライドできます。自動化レベルは、次のいずれかに設定できます。

• Manual（手動）：手動に設定された DRS対応のクラスタは、管理者に推奨事項を提示しま
すが、処理は実行しません。管理者が推奨事項を確認し、実行する必要があります。
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• Partially automated（一部自動化）：VMの電源がオンになっている場合、DRSの推奨される
ホスト上に自動的に配置されます。リソースの不均衡による VMの移行は DRSでは推奨さ
れますが、VMは自動的には移動されません。

• Fully automated（完全な自動化）：DRSは、VMの電源がオンになっている場合、およびリ
ソースが不均衡になっている場合に、DRSが推奨するホストにVMを自動的に配置します。

DRS 自動化レベルの編集

ステップ 1 メニューバーで [仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Comput）]の順に選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]タブをクリックします。

ステップ 3 DRSを有効または無効にするクラスタを選択します。

ステップ 4 [DRS自動化レベルの編集（Edit DRS Automation Level）]をクリックします。

ステップ 5 [DRS自動化レベルの編集（Edit DRS Automation Level）]ダイアログボックスで、DRS自動化レベルのタ
イプを選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

DRS グループマネージャについて
Cisco UCS Directorの DRSグループマネージャの機能により、複数の VMまたはホストを一括で
移行するためにグループ化することができます。これらのグループは、VMホストのアフィニティ
ルールが適用されている場合に使用できます。

DRS グループマネージャの使用

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]タブをクリックします。

ステップ 3 [クラスタ（Clusters）]をダブルクリックします。

ステップ 4 [DRSグループマネージャ（DRS Group Manager）]タブを選択します。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [グループの追加（Add Group）]ダイアログボックスで、フィールドに値を入力して、一連の VMまたは
ホストをグループ化します。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
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VM アフィニティルールのマッピングについて
Cisco UCS Directorでは、DRSルールをコンピューティングポリシーの一部として含めることが
できます。コンピューティングポリシーを作成する場合に、VMアフィニティルールをマップす
るよう選択できます。VMアフィニティルールをマップしてコンピューティングポリシーを作成
すると、コンピューティングポリシーを使用してプロビジョニングするVMは、それらのVMア
フィニティルールセットを使用して追加されます。

VM アフィニティルールのマッピング

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[コンピューティング（Computing）]を選択します。

ステップ 2 [VMwareコンピューティングポリシー（VMware Computing Policy）]タブをクリックします。

ステップ 3 編集するコンピューティングポリシーを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [コンピューティングポリシーの編集（Edit Computing Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールド
に入力します。

a) [選択済みのクラスタ（SelectedClusters）]ドロップダウンリストで、[選択したクラスタを含む（Include
Selected Clusters）]オプションを選択します。

b) ポリシーを適用するクラスタを選択します。
c) [VMアフィニティルールのマッピング（Map VM Affinity Rules）]チェックボックスをオンにして、

VMアフィニティルールをマッピングします。
d) プロビジョニング後に VMをマップする必要があるアフィニティルールを選択することもできます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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第 12 章

VM アノテーションの管理

この章は、次の項で構成されています。

• VMアノテーションについて, 81 ページ

• VMアノテーションの定義, 82 ページ

VM アノテーションについて
アノテーションは VMサマリーの一部で、仮想マシンを記述するために使用されます。アノテー
ションは、注記とカスタム属性で構成されます。カスタム属性には、次の 2つのタイプがありま
す。

•仮想マシン：インベントリ内のすべての VMに適用できるカスタム属性です。

•グローバル：インベントリ内のすべてのVMおよびホストに適用できるカスタム属性です。

Cisco UCS Directorでは、VMのプロビジョニング中に仮想マシンのアノテーションをカスタマイ
ズできます。
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VM アノテーションの定義

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[サービスの提供（Service Delivery）]を選択します。

ステップ 2 [VMwareシステムポリシー（VMware System Policy）]タブをクリックします。

ステップ 3 VMwareアノテーションを定義するポリシーを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [システムポリシー情報（System Policy Information）]ダイアログボックスでフィールドに入力して、VM
アノテーションを定義し、カスタム属性を追加します。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

この手順を使用してアノテーションを定義すると、これらの値はVMwareシステムポリシーに保
存されます。
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第 13 章

VMware vCenter Site Recovery Manager の管
理

この章は、次の項で構成されています。

• VMware vCenter Site Recovery Managerについて, 83 ページ

• SRM設定の概要, 85 ページ

• SRMと Cisco UCS Directorとの統合, 85 ページ

VMware vCenter Site Recovery Manager について
VMware vCenter Site Recovery Manager（SRM）はビジネス継続および災害復旧のためのソリュー
ションで、保護されている vCenter Serverサイトとリカバリ vCenter Serverサイト間で仮想マシン
のリカバリを計画、テスト、および実行するうえで有用です。SRMのテクノロジーを十分に理解
するには、次の用語は重要です。

アレイベースのレプリケーション（ABR）

仮想マシンのレプリケーションで、仮想マシンの内部、vmkernel、またはサービスコンソー
ルからではなく、ストレージサブシステム自身で管理および実行されます。

フェールバック

レプリケーションの逆向きの処理、および保護グループの自動的な再保護。

フェールオーバー

災害の宣言後、保護サイトの代わりにリカバリサイトが処理を引き継ぐときに発生するイ

ベント。
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保護グループ

テストまたはリカバリ中に、リカバリサイトへまとめてフェールオーバーされる仮想マシ

ンのグループ。

保護サイト

保護される仮想マシンを含むプライマリサイト。

リカバリサイト

仮想マシンのフェールオーバー先となるセカンダリサイト。

図 2：SRM アーキテクチャ
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SRM 設定の概要
保護サイトおよびリカバリサイトでのインストール後の SRMの設定には、次の手順が含まれま
す。

1 SRMでアレイマネージャを設定する：アレイマネージャは、保護サイトおよびリカバリサイ
トの両方における、ストレージのアイデンティティです。SRMがインストールされると、SRM
はアレイマネージャに問い合わせ、レプリケーションに対してどのデータストアがマークされ

ているかを検出します。

2 インベントリマッピングを定義する：インベントリマッピングは、保護サイトとリカバリサ

イトの間で、フォルダ、リソースプール、およびネットワークにおける関係を設定します。こ

れらのマッピングにより、VMが vCenter環境の正しいロケーションにリカバリされることが
保証されます。

3 保護グループを作成する：保護グループは、複製された vSphereデータストアへのポインタで
す。この vSphereデータストアには、保護サイトからリカバリサイトへフェールオーバーされ
る仮想マシンのコレクションが含まれています。

4 リカバリプランを作成する：リカバリプランは自動化ランブックに類似しています。リカバ

リプランは、リカバリプロセスのすべての手順（仮想マシンの電源をオン/オフにする順序、
リカバリされた仮想マシンが使用するネットワークアドレスなど）を制御します。1つのリカ
バリプランは 1つ以上の保護グループに適用されます。保護グループは、プレースホルダー
VMのロケーションを決定するために、インベントリマッピングを使用します。これらのプ
レースホルダー VMは、リカバリプランにおいて VMをリカバリする必要がある場合や場所
で使用されます。プレースホルダーVMにより、VMの依存関係やスクリプティングのコール
アウトなどの高度な機能が使用できます。

SRM と Cisco UCS Directorとの統合
SRMと Cisco UCS Directorの統合では、Cisco UCS Directorで既存の SRM環境を検出し、有効に
する必要があります。SRM環境で連結されたさまざまなコンポーネント（インベントリマッピン
グ、保護グループ、リカバリプランなど）は、CiscoUCSDirector内で特定し、有効にする必要が
あります。これらのコンポーネントを特定し、有効にすれば、災害発生時にプライマリサイトと

リカバリサイト間でシームレスに通信できます。

Cisco UCS Directorを SRM APIと統合することにより、保護グループを作成し、テスト、リカバ
リ、再保護、復元、操作を開始し、結果を収集することができます。オーケストレーションワー

クフロータスクを使用することで、保護グループの作成、VMの保護、VMの保護の解除、リカ
バリ計画への保護グループの追加が可能になります。

SRM を統合するための前提条件
SRMと Cisco UCS Directorを統合する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。

Cisco UCS Director VMware vSphere リリース 6.0 管理ガイド
85

VMware vCenter Site Recovery Manager の管理
SRM 設定の概要



•保護されているサイトとリカバリサイト間のインベントリマッピング（具体的にはリソー
スプール、フォルダ、ネットワーク）が設定されていること。

CiscoUCSDirectorワークフロータスクを使用して、フォルダ、リソースプール、ネットワー
クマッピングを作成できること。

•保護されているサイトに対して保護グループが作成されていること。

これで、アレイベースのレプリケーションを構成して Cisco UCS Directorと連
携して機能するよう SRMを設定することができます。アレイベースのレプリ
ケーションは、複製されたデータストアをサーフェスして仮想マシンのワー

クロードを正常な状態に戻します。

（注）

•リカバリサイト上でリカバリプランが作成されていること。

Cisco UCS Directorでの SRM の有効化
次の表では、Cisco UCS Directorで SRMを有効にするプロセスについて説明します。下記のタス
クを実行する前に、前提条件が満たされていることを確認します。SRMを統合するための前提条
件, （85ページ）を参照してください。

説明タスク

SRMアカウントの追加, （87ページ）を参照
してください。

SRMアカウントの追加

Cisco UCS Director内の保護サイトとリカバリ
サイト間で、リソースプールマッピングを有

効にします。

リソースプールとフォルダのマッピングの有効

化, （88ページ）を参照してください。

リソースプールマッピングの有効化

Cisco UCS Director内の保護サイトとリカバリ
サイト間で、フォルダマッピングを有効にしま

す。

リソースプールとフォルダのマッピングの有効

化, （88ページ）を参照してください。

フォルダマッピングの有効化

Cisco UCS Director内の保護サイトとリカバリ
サイト間で、ネットワークマッピングを有効に

します。

ネットワークマッピングの有効化, （89ペー
ジ）を参照してください。

ネットワークマッピングの有効化
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説明タスク

CiscoUCSDirector内の保護サイトで作成された
保護グループを有効にします。

データストアのマッピング, （91ページ）を参
照してください。

保護グループの有効化

VDCでポリシー（コンピューティング、ネット
ワーク、ストレージ）を有効にします。

VDCのポリシーの有効化, （92ページ）を参
照してください。

仮想データセンター（VDC）でのポリシーの有
効化

SRM アカウントの追加

はじめる前に

保護サイトとリカバリサイトが正しく設定されていることを確認します。

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）][仮想アカウント（Virtual Accounts）] > の順に選択します。

ステップ 2 [仮想アカウント（Virtual Accounts）]タブを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]（+）をクリックします。

ステップ 4 [クラウドの追加（AddCloud）]ダイアログボックスで、クラウドのタイプとしてVMwareを選択し、必須
フィールドに入力します。

ステップ 5 [クラウド名（Cloud Name）]フィールドに、クラウドの名前を入力します。
CiscoUCSDirector内では各クラウドに固有の名前を付ける必要があります。この名前に一重引用符を含め
ることはできません。クラウドの追加後は、すべてのレポートでこのクラウド名によって表されます。

ステップ 6 Vmwareデータセンターおよび Vmwareクラスタを指定するには、次のいずれかのオプションを選択して
ください。

a) [クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential Policy）]チェックボックスをオンにし、関連する
Vmwareデータセンターを含むクレデンシャルポリシーを選択します。

b) [Vmwareデータセンター（VMware Datacenter）]フィールドに、vCenterアカウントのデータセンター
名を入力し、[VMwareクラスタ（VMware Cluster）]フィールドにクラスタ名を入力します。
Vmwareデータセンター名を使用して、指定されているポッドのリソースを検出、監視、管理できま
す。vCenterアカウント全体がCiscoUCSDirectorによって管理される場合は、このフィールドを空白に
します。

クラスタ名を入力すると、vCenterアカウントにデータセンターのクラスタレベルの情報が表示されま
す。
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c) Vmwareデータセンターおよび関連する Vmwareクラスタを検出して使用するには、[データセンター/
クラスタの検出（Discover Datacenters / Clusters）]チェックボックスをオンにします。関連するデータ
センターおよびクラスタは [データセンター/クラスタの選択（Select Datacenters / Clusters）]フィール
ドに表示されます。

クレデンシャルポリシー内のデータセンターまたは Vmwareデータセンターおよび Vmwareク
ラスタを選択できます。[クラウドの追加（AddCloud）]ダイアログボックスおよびクレデンシャ
ルポリシーフォームでデータセンターを指定すると、エラーが発生します。

（注）

ステップ 7 [SRMを有効化（Enable SRM）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [ポッド（Pod）]ドロップダウンリストからコンバージドインフラストラクチャポッドを選択します。
ポッドの名前を選択すると、VMwareクラウドのアカウントが、コンバージドインフラストラクチャス
タックに表示されます。

ステップ 9 [追加（Add）]をクリックします。

リソースプールとフォルダのマッピングの有効化

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[コンピューティング（Computing）]を選択します。

ステップ 2 [VMwareコンピューティングポリシー（VMware Computing Policy）]タブを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]（+）をクリックします。

ステップ 4 [コンピューティングポリシーの追加（Add Computing Policy）]ダイアログボックスで、次のフィールド
に入力します。

a) [ポリシー名（Policy Name）]フィールドに、ポリシーの名前を入力します。
この名前は、カタログの定義時に使用されます。

b) [ホストノードまたはクラスタの範囲（Host Node/Cluster Scope）]ドロップダウンリストで、導入の範
囲を選択します。

すべてのオプションを使用するか、選択したオプションを含めるか、または選択したオプ

ションを除外するかを指定して、導入のスコープを絞り込むことができます。選択した内容

に基づいて、必要なホストまたはクラスタを選択できる新しいフィールドが表示されます。

（注）

c) [フィルタ条件（Filter Conditions）]チェックボックスで、ホストが満たす必要がある 1つ以上の条件の
チェックボックスをオンにします。

これらの条件を満たしていないホストは検討から除外されます。複数の条件を選択した場合は、選択

した条件すべてを満たしている必要があります。

d) テンプレートのプロパティをオーバーライドするには、[テンプレートのオーバーライド（Override
Template）]チェックボックスをオンにします。
CPUとメモリのカスタム設定を入力できるオプションも用意されています。VMに対して指定する
vCPUの数は、選択されているホストノードまたはクラスタのスコープの総コア数を超えてはいけま
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せん。VMの CPU予約は、指定した vCPUの数によって異なります。CPUの制限は、選択されたホス
トノードまたはクラスタのスコープに基づいています。CPU共有により、VM間で競合が発生した場
合に、どの VMが CPUリソースを取得するかが決定します。

e) プロビジョニング前の VMサイズの変更や、既存の VMのサイズの変更を許可するには、[VMのサイ
ズ変更を許可（Allow Resizing of VM）]チェックボックスをオンにします。
CPUとメモリのカスタム設定を入力できるオプションも用意されています。[vCPUの許容値（Permitted
Values for vCPUs）]フィールドは、VMのプロビジョニング中、または既存のVMのサイズの変更中に
使用する vCPUの範囲です。選択したクラウド（vCenter）が 5以上であり、かつ VMバージョン 8を
使用している場合のみ、VMのプロビジョニングまたはサイズ変更時に 8を超える範囲が表示されま
す。このボックスで指定された値だけが表示されます。

[メモリの許容値（MB）（Permitted Values for Memory in MB）]フィールドは VMのプロビジョニング
中、または既存の VMのサイズの変更中に使用するメモリの範囲です。例：512、768、1024、1536、
2048、3072、4096など。このボックスで指定された値だけが表示されます。

このポリシーを使用して作成されたVMは、カスタムフォルダに導入できます。Cisco UCS Directorで
は、Cisco UCS Directorによって提供されるグループ名または利用可能なマクロから自動的にフォルダ
名を作成できます。

詳細については、『Cisco UCS Director Orchestration Guide』を参照してください。

${GROUP_NAME}と指定すると、そのポリシーを使用するグループ名からフォルダが作成されます。
新規または既存のフォルダの名前を指定できます。

[保護の有効化（Enable protection）]オプションのチェックがオンになっている場合、リカバリサイト
にマッピングされたフォルダだけがドロップダウンフォルダにリストされます。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

ネットワークマッピングの有効化

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[ネットワーク（Network）]の順に選択します。

ステップ 2 [VMwareネットワークポリシー（VMWare Network Policy）]タブを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ネットワークポリシーの情報（Network Policy Information）]ダイアログボックスでフィールドに値を入
力します。

ステップ 5 複数の vNICを追加して設定するには、[VMネットワーク（VM Networks）]セクションで [追加（Add）]
（+）をクリックします。これらの vNICは、このポリシーを使用してプロビジョニングされる VMに適
用できます。

VMアクションを使用してプロビジョニングまたは検出されたVMの vNICを追加または交換す
るには、vNICを設定する必要があります。

（注）
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ステップ 6 [VMネットワークへのエントリの追加（Add Entry to VMNetworks）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドに入力します。

a) [ネットワークポリシー（Network Policy）]ダイアログボックスの [エンドユーザにオプションの NIC
の選択を許可（Allow end user to select optional NICs）]チェックボックスがオンの場合、[必須
（Mandatory）]のチェックボックスはあらかじめ選択されています。[ネットワークポリシー（Network
Policy）]ダイアログボックスが選択されておらず、かつこのチェックボックスがオンでない場合は、
[NICエイリアス（NIC Alias）]フィールドはオプションです。

少なくとも1つのNICで [必須（Mandatory）]オプションが選択されている必要があります。
[必須（Mandatory）]フィールドが選択されている NICは VMのプロビジョニングで使用さ
れます。VMサービスリクエストの作成中には NICを選択するオプションはありません。

（注）

b) [アダプタタイプ（Adapter Type）]ドロップダウンリストでアダプタタイプを選択します。
[テンプレートからアダプタをコピーする（Copy Adapter from Template）]オプションが選択
されている場合は、このオプションは表示されません。

（注）

ステップ 7 [ポートグループ（Port Groups）] セクションで、[追加（Add）]（+）をクリックします。[ポートグルー
プへのエントリの追加（Add Entry to Port Groups）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 8 [選択（Select）]をクリックして、ポートグループ名を選択します。
保護サイトで、対応するリカバリサイトへマップされたすべてのポートグループが、ここに表

示されます。

（注）

ステップ 9 [IPアドレスのタイプの選択（Select IP Address Type）]ドロップダウンフィールドで、[DHCP]（デフォル
ト）または [静的（Static）]を選択します。
a) [静的（Static）]を選択すると、[IPアドレスのソースの選択（Select IP Address Source）]ドロップダウ
ンフィールドが表示されます。[IPプールポリシー（IP Pool Policy）]（デフォルト）または [インライ
ン IPプール（Inline IP Pool）]を選択します。
[IPプールポリシー（IP Pool Policy）]を選択すると、[静的 IPプール（Static IP Pool）]フィールドが表
示されます。[選択（Select）]ダイアログボックスで、事前設定されたスタティック IPプールのリスト
から選択します。事前設定された静的 IPプールがない場合は、『Cisco UCS Director Administration
Guide』の「Adding a Static IP Policy（静的 IPポリシーの追加）」を参照してください。

b) [インライン IPプール（Inline IP Pool）]を選択する場合は、フィールドに値を入力します。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 11 [VMネットワークへのエントリの追加（Add Entry to VM Networks）]ダイアログボックスで、[送信
（Submit）]をクリックします。

ステップ 12 [ネットワークポリシーの情報（Network Policy Information）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]を
クリックします。
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SRM 保護グループのレポートの表示
SRMリソースマッピング、保護グループ、およびリカバリ計画用に収集されたインベントリを表
示できます。

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 [すべてのクラウドに対するコンピュート（Compute for All Clouds）]ペインで、[VMware]クラウドを選択
します。

ステップ 3 [SRMサイト（SRM Sites）]タブをクリックします。

ステップ 4 SRMサイトを選択します。

ステップ 5 SRMサイトの詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 6 [保護グループ（Protection Groups）]タブをクリックします。

ステップ 7 保護グループを選択します。

ステップ 8 SRM保護グループの詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
デフォルトでは、[未割り当ての複製済みVM（UnassignedReplicatedVms）]タブが表示されます。また、
[データストア（Datastore）]、[VM（VMs）]、[リカバリ計画（Recovery Plans）]タブに関連付けられてい
るデータストア、VMおよびリカバリ計画を表示できます。

データストアのマッピング

SRM保護グループで、リカバリ計画の一環として、VMをグループ化し、保護されたサイトから
リカバリサイトへまとめてフェールオーバーできます。新しい SRMストレージポリシーを作成
するときや既存のSRMストレージポリシーを編集するときに、保護グループを有効にできます。
SRMストレージポリシーにマッピングできる使用可能なデータストアは、選択した保護グループ
に基づいてフィルタリングされています。リカバリサイトのVMは選択した保護グループのデー
タストアにプロビジョニングされます。

ストレージポリシーの追加の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照
してください。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [VMwareストレージポリシー（VMware Storage Policy）]タブを選択します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [追加（Add）]（+）をクリックします。
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•保護グループを有効にするSRMストレージポリシーを選択して、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加（Add Storage Resource Allocation Policy）]ダイアログボッ
クスで、[保護の有効化（Enable Protection）]をオンにします。

新しい SRMストレージポリシーを追加する場合、[クラウド名（Cloud Name）]ドロップダウ
ンリストから SRMクラウドを選択して、このオプションを表示させる必要があります。

（注）

ステップ 5 [保護グループ（Protection Group）]フィールドで、[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 6 ストレージポリシーに追加する保護グループをチェックして、[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 7 [システムディスクポリシー（System Disk Policy）]ペインで、必要に応じて必須フィールドに入力し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [追加のディスクポリシー（AdditionalDisk Policies）]ペインで、必要に応じて、ディスクポリシーを設定
し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ハードディスクポリシー（HardDisk Policy）]ペインで、必要に応じて、VMのプロビジョニング中に作
成する物理ディスクの数を指定します。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

VDC のポリシーの有効化

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[仮想データセンター（Virtual Data Centers）]を選択します。

ステップ 2 [VDC]タブを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]（+）をクリックします。

ステップ 4 [VDCの追加（Add VDC）]ダイアログボックスで、クラウドタイプを選択してから [送信（Submit）]を
クリックします。

ステップ 5 [VDCの追加（Add VDC）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
a) 今後の導入でVDCを使用できないようにするには、[ロック済みのVDC（VDCLocked）]チェックボッ
クスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクションは無効になります。今後の導入で VDCを使用できるよ
うにするには、このチェックボックスをオフにします。

b) 保護を有効化するには、[保護の有効化（Enable Protection）]チェックボックスをオンにします。
オンにすると、SRMが有効になっている、このアカウントに対するすべてのポリシー（コンピューティ
ング、ストレージ、およびネットワーク）がここに表示されます。

c) [ユーザアクションポリシー（User Action Policy）]ドロップダウンリストで、VMのプロビジョニン
グ後、オーケストレーションワークフローの実行に使用されるポリシーを選択します。

選択されたワークフローは、VDC内の VMに対するアクションボタンとして表示されます。
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d) [非アクティブなVMを削除するまでの日数（Delete after InactiveVMdays）]ドロップダウンリストで、
非アクティブな VMを削除するまで待機する日数を選択します。
非アクティブな状態にある VMは電源が入りません。

この選択項目が想定どおりに機能するためには、[管理（Administration）] > [システム
（System）]で [高度なコントロール（Advanced Controls）]タブの下にある [VDCポリシーに
基づいて非アクティブな VMを削除する（Delete Inactive VMs Based on VDC Policy）]チェッ
クボックスがオンになっていることを確認します。詳細については、「詳細な制御の有効

化」を参照してください。

（注）

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。
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第 14 章

VMware VM プロビジョニング

この章は、次の項で構成されています。

• VMware VMプロビジョニングについて, 95 ページ

• オーケストレーションワークフローを使用した VMのプロビジョニング, 95 ページ

VMware VM プロビジョニングについて
Cisco UCS Directorは、VMware VMのプロビジョニングと呼ばれる、定義済みのオーケストレー
ションワークフローを提供します。それを実行して VMware VMをプロビジョニングすることが
できます。

オーケストレーションワークフローを使用した VM のプ
ロビジョニング

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択します。

ステップ 2 [ワークフロー（Workflows）]タブをクリックします。

ステップ 3 [VMwareVMのプロビジョニング（ProvisionVMwareVM）]を右クリックして [すぐに実行（ExecuteNow）]
を選択します。

ステップ 4 [ワークフローの送信（Submit Workflow）]画面で、次のように入力します。

Cisco UCS Director VMware vSphere リリース 6.0 管理ガイド
95



説明名前

VMの展開オプションを選択します。次のいずれか
を設定できます。

• [Clone from Template（テンプレートからのク
ローン）]

• [Clone from VM（VMからのクローン）]

• [Move VM to VDC（VMを VDCへ移動）]

同じクラウドに属する異なるデータセン

ターで利用可能なテンプレートを使用す

ることにより、1つのデータセンターに
VMをプロビジョニングできます。同様
に、同じクラウドに属するデータセンター

から別のデータセンターに VMを複製す
ることができます。

（注）

[VMの展開オプション（VMDeployment Options）]
ドロップダウンリスト

カタログを選択します。[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウン
リスト

プロビジョニングする VMを選択します。[VMの選択（Select VM）]ボタン

VDCを選択します。[VDCの選択（SelectVDC）]ドロップダウンリスト

リンク済みの複製を使用する場合は、このボックス

をオンにします。

[リンク済み複製の使用（UseLinkedClone）]チェッ
クボックス

既存のスナップショットを選択します。[既存のスナップショットを選択]

新しいスナップショットの名前。[新しいスナップショット名]フィールド

VM名または VMのプレフィックス。[VM名またはVMプレフィクス（VM Name or VM
Prefix）]フィールド

VMのプロビジョニングに対するコメント。[コメント（Comment）]フィールド

プロビジョニングを実行させる場合に選択します。

次のいずれかを設定できます。

• [今すぐ（Now）]

• [後で（Later）]

[プロビジョニング（Provision）]ドロップダウンリ
スト

VMのプロビジョニングの時間を選択します。[プロビジョン時間（Provision Time）]

   Cisco UCS Director VMware vSphere リリース 6.0 管理ガイド
96

VMware VM プロビジョニング
オーケストレーションワークフローを使用した VM のプロビジョニング



説明名前

プロビジョニングが完了した後でVMの電源をオフ
にする場合は、このボックスをオンにします。

[VMの電源を切る（Power off VM）]チェックボッ
クス

プロビジョニングの日数。[日数（Days）]フィールド

プロビジョニングの時間数。[時間（Hours）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 15 章

VMware 向け Cisco 仮想マシンファブリック
エクステンダの管理

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco仮想マシンファブリックエクステンダについて, 99 ページ

• Cisco UCS Directorでの Cisco VM-FEXの統合, 99 ページ

• Cisco VM-FEXサポートのコンピューティングポリシーの編集, 100 ページ

• VM-FEXサポートのネットワークポリシーの編集, 101 ページ

Cisco 仮想マシンファブリックエクステンダについて
仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構成
されます。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想コンピュータマネージャ（VMM）と呼ば
れるソフトウェアレイヤによってホストおよび管理されます。通常、ハイパーバイザは各VMで
仮想ネットワークインターフェイスを示し、VMから他のローカル VMまたは別のインターフェ
イスから外部ネットワークへのトラフィックのレイヤ 2スイッチングを実行します。

Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）アダプタとともに使用すると、Cisco仮想マシンファ
ブリックエクステンダ（VM-FEX）は、ファブリックインターコネクト内の外部ハードウェア
ベースのスイッチングに対するハイパーバイザによって、VMトラフィックのソフトウェアベー
スのスイッチングをバイパスします。この方法により、サーバのCPU負荷を軽減し、高速スイッ
チングを行い、ローカルおよびリモートトラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適

用することができます。

Cisco UCS Directorでの Cisco VM-FEX の統合
Cisco UCS Directorで Cisco VM-FEXを完全に統合するには、以下の表で説明しているタスクを実
行します。
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参照説明タスク

Cisco VM-FEXサポートのコン
ピューティングポリシーの編

集, （100ページ）

DirectPath I/Oを有効にするに
は、VM上ですべてのゲストメ
モリを予約する必要がありま

す。これは、VMのコンピュー
ティングポリシーを編集して

実現できます。

コンピューティングポリシー

の編集

VM-FEXサポートのネットワー
クポリシーの編集, （101ペー
ジ）

アダプタタイプは VMXNET3
にする必要があります。また、

VMの DirectPath対応のポート
グループに関連付ける必要があ

ります。

ネットワークポリシーの編集

Cisco VM-FEX サポートのコンピューティングポリシーの
編集

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[コンピューティング（Computing）]を選択します。

ステップ 2 [VMwareコンピューティングポリシー（VMware Computing Policy）]タブをクリックします。

ステップ 3 編集するポリシーを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [コンピューティングポリシーの編集（Edit Computing Policy）]ダイアログボックスで、[テンプレートの
オーバーライド（Override Template）]および [すべてのゲストメモリを予約（Reserve all guest memory）]
チェックボックスをオンにして、予約されたゲストメモリを指定します。

予約されたゲストメモリは、常に 4096MBよりも多くしておく必要がありま
す。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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VM-FEX サポートのネットワークポリシーの編集

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[ネットワーク（Network）]を選択します。

ステップ 2 [VMwareネットワークポリシー]タブをクリックします。

ステップ 3 編集するポリシーを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [ネットワークポリシーの情報（Network Policy Information）]画面で、[VMネットワーク（VMNetworks）]
の隣の +アイコンをクリックします。

ステップ 6 [VMネットワークへのエントリを追加（Add Entry to VM Networks）]画面の [アダプタタイプ（Adapter
Type）]ドロップダウンリストから [VMXNET3]を選択します。

ステップ 7 [ポートグループ（Port Groups）]ペインで、追加するポートグループを選択します。

ステップ 8 [編集（Edit）]アイコンをクリックします。

ステップ 9 [ポートグループへエントリを追加（Add Entry to Port Groups）]画面で、[VM DirectPath対応のポートグ
ループ（VM DirectPath enabled portgroup）]を選択します。

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 11 [VMネットワークエントリの追加（Add VM Networks Entry）]画面で [送信（Submit）]をクリックしま
す。

ステップ 12 [ネットワークポリシーの情報（Network Policy Information）]画面で [送信（Submit）]をクリックします。
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第 16 章

付録

この章は、次の項で構成されています。

• 仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートについて, 103 ページ

• 仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートの作成, 104 ページ

• ブートポリシー用 LANブートの設定, 117 ページ

• スクラブポリシーの作成, 117 ページ

仮想 SAN UCS サービスプロファイルテンプレートにつ
いて

UCSサーバを使用した Cisco UCS Director Vmware仮想 SAN環境を構築するには、UCSサービス
プロファイルテンプレートの標準設定が必要になります。CiscoUCSDirectorワークフローでは、
仮想 SAN固有の設定でサービスプロファイルを作成するためにテンプレートを使用します。テ
ンプレートが、次のガイドラインに従っていることを確認する必要があります。

Cisco UCSを使用した Vmware仮想 SAN環境を構築するには、UCSサービスプロファイルテ
ンプレートの作成から始める必要があり、既存のUCSサービスプロファイルテンプレートの
更新はサポートされません。

仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートを作成する場合、テンプレートをサーバ
プールと関連付けることはできません。仮想 SANサービスプロファイルにサーバプールを割
り当てる場合は、[後で割り当てる（Assign Later）]オプションを選択できます。

（注）

仮想 SANUCSサービスプロファイルテンプレートを作成するためには、サービスプロファイル
や UCSサービスプロファイルテンプレートに含まれるポリシーとプールに固有のガイドライン
や推奨事項に加えて、次の要件に注意する必要があります。

• BIOSポリシー要件
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•ネットワーク設定要件

•ブートポリシー要件

•ローカルディスク設定ポリシー要件

仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートを設定するための要件の概要については、ベ
アメタルサーバから仮想 SANを作成するための前提条件, （33ページ）を参照してください。

Cisco UCS Managerサービスプロファイルテンプレートの作成の詳細については、『Cisco UCS
Manager GUI Configuration Guide』を参照してください。

仮想 SAN UCS サービスプロファイルテンプレートの作
成

仮想 SAN Cisco UCS Manager サービスプロファイルテンプレート、
ネットワーク、およびポリシー要件を設定するための手順の概要

この手順では、仮想 SAN UCSサービスプロファイルテンプレートを設定するためのネットワー
ク構成要件、LANブートポリシー要件、スクラブ要件を満たすための手順の概要を提供します。
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以下の手順では、仮想 SAN設定のためのテンプレートを開始する方法だけを説明します。こ
れらの手順は一般的な手順なので、ご利用の Cisco UCS Manager設定によって異なります。利
用できないオプションがある場合は、特定のCiscoUCSManagerバージョンのCiscoUCSManager
GUIを参照してください。

（注）

ステップ 1 UUIDサフィックスプールの作成, （106ページ）の説明に従って UUIDサフィックスプールを定義しま
す。

ステップ 2 MACプールの作成, （107ページ）の説明に従って、MACアドレスプールを定義します。

ステップ 3 マルチキャストポリシーの作成,（108ページ）の説明に従って、マルチキャストポリシーを定義します。

ステップ 4 ネームド VLANの作成, （109ページ）の説明に従って、VLANを定義します。

ステップ 5 vNICテンプレートの作成, （110ページ）の説明に従って、定義済みの VLANで vNICテンプレートを作
成します。

ステップ 6 QoSポリシーの作成, （112ページ）の説明に従って、QoSポリシーを作成します。

ステップ 7 LAN接続ポリシー用の vNICの作成, （113ページ）の説明に従って、テンプレートから vNICを作成し
て、定義します。

ステップ 8 ブートポリシーの作成, （114ページ）の説明に従って、ブートポリシーを作成します。

ステップ 9 ローカルディスク設定ポリシーの作成, （115ページ）の説明に従って、ローカルディスク設定ポリシー
を作成します。

ステップ 10 BIOSポリシーの作成, （116ページ）の説明に従って、BIOSポリシーを作成します。
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UUID サフィックスプールの作成

手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。
2. [サービス（Servers）] > [プール（Pools）]の順に展開します。
3. プールを作成する組織のノードを展開します。
4. [UUIDサフィックスプール（UUID Suffix Pools）]を右クリックし、[UUIDサフィックスプー
ルの作成（Create UUID Suffix Pool）]を選択します。

5. [UUIDサフィックスプールの作成（Create UUID Suffix Pool）]ウィザードの [名前と説明の定
義（Define Name and Description）]ページで、必要なフィールドに値を入力します。

6. [次へ（Next）]をクリックします。
7. [UUIDサフィックスプールの作成（Create UUID Suffix Pool）]ウィザードの [UUIDブロック
の追加（Add UUID Blocks）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

8. [UUIDサフィックスのブロックの作成（Create a Block of UUID Suffixes）]ダイアログボックス
で、必要なフィールドに値を入力します。

9. [OK]をクリックします。
10. [終了（Finish）]をクリックして、ウィザードを終了します。

手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 2 [サービス（Servers）] > [プール（Pools）]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開します。

ステップ 4 [UUIDサフィックスプール（UUID Suffix Pools）]を右クリックし、[UUIDサフィックスプールの作成
（Create UUID Suffix Pool）]を選択します。

ステップ 5 [UUIDサフィックスプールの作成（Create UUID Suffix Pool）]ウィザードの [名前と説明の定義（Define
Name and Description）]ページで、必要なフィールドに値を入力します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [UUIDサフィックスプールの作成（Create UUID Suffix Pool）]ウィザードの [UUIDブロックの追加（Add
UUID Blocks）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 [UUIDサフィックスのブロックの作成（Create a Block of UUID Suffixes）]ダイアログボックスで、必要な
フィールドに値を入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [終了（Finish）]をクリックして、ウィザードを終了します。
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次の作業

UUID接尾辞プールをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

MAC プールの作成

手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。
2. [LAN] > [プール（Pools）]の順に展開します。
3. プールを作成する組織のノードを展開します。
4. [MACプール（MAC Pools）]を右クリックし、[MACプールの作成（Create MAC Pool）]を選
択します。

5. [MACプールの作成（Create MAC Pool）]ウィザードの [名前と説明の定義（Define Name and
Description）]ページで、必須フィールドを入力します。

6. [次へ（Next）]をクリックします。
7. [MACプールの作成（Create MAC Pool）]ウィザードの [MACアドレスの追加（Add MAC

Addresses）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。
8. [MACアドレスのブロックの作成（Create a Block ofMACAddresses）]ダイアログボックスで、
必須フィールドに値を入力します。

9. [OK]をクリックします。
10. [終了（Finish）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [プール（Pools）]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開します。
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ステップ 4 [MACプール（MAC Pools）]を右クリックし、[MACプールの作成（Create MAC Pool）]を選択します。

ステップ 5 [MACプールの作成（CreateMACPool）]ウィザードの [名前と説明の定義（DefineName andDescription）]
ページで、必須フィールドを入力します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [MACプールの作成（Create MAC Pool）]ウィザードの [MACアドレスの追加（Add MAC Addresses）]
ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 [MACアドレスのブロックの作成（Create a Block ofMACAddresses）]ダイアログボックスで、必須フィー
ルドに値を入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [終了（Finish）]をクリックします。

次の作業

MACプールを vNICテンプレートに含めます。

マルチキャストポリシーの作成

手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。
2. [LAN] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。
3. [ルート（root）]ノードを展開します。
4. [マルチキャストポリシー（Multicast Policies）]ノードを右クリックし、[マルチキャストポリ
シーの作成（Create Multicast Policy）]を選択します。

5. [マルチキャストポリシーの作成（Create Multicast Policy）]ダイアログボックスで、名前と
IGMPスヌーピング情報を指定します。

6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。

ステップ 3 [ルート（root）]ノードを展開します。

ステップ 4 [マルチキャストポリシー（Multicast Policies）]ノードを右クリックし、[マルチキャストポリシーの作成
（Create Multicast Policy）]を選択します。

ステップ 5 [マルチキャストポリシーの作成（Create Multicast Policy）]ダイアログボックスで、名前と IGMPスヌー
ピング情報を指定します。
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仮想 SANのサービスプロファイルテンプレートの場合は、[IGMPスヌーピング状態（IGMP Snooping
State）]フィールドおよび [ IGMPスヌーピングクエリア状態（IGMP Snooping Querier State）]フィールド
の [有効（Enabled）]オプションボタンをクリックする必要があります。[IGMPスヌーピングクエリア
Ipv4アドレス（IGMP Snooping Querier IPv4 Address）]は、Cisco UCS Managerサブネットと同じサブネッ
トである必要があります。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

仮想 SAN VLANのマルチキャストポリシーを指定します。

ネームド VLAN の作成
ハイアベイラビリティが設定されているCiscoUCSドメインでは、ネームドVLANを作成して、
両方のファブリックインターコネクトからアクセスできるように設定することも、1つのファブ
リックインターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。
2. [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
3. [ワーク（Work）]ペインで [VLAN（VLANs）]タブをクリックします。
4. テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
5. [VLANの作成（Create VLANs）]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。
6. [オーバーラップの確認（CheckOverlap）]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってくださ
い。

7. [OK]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [ワーク（Work）]ペインで [VLAN（VLANs）]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンが無効の場合、テーブルのエントリをクリックして、有効にします。

ステップ 5 [VLANの作成（Create VLANs）]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [オーバーラップの確認（Check Overlap）]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [VLANの重複（Overlapping VLANs）]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の

VLANに割り当てられた IDと重複していないことを確認します。
b) [VLANの重複（Overlapping VLANs）]タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN IDが既
存の VSANに割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認してください。

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN IDを既
存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、VLANを次の [VLAN（VLANs）]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LANクラウド（LAN
Cloud）] > [VLAN（VLANs）]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLAN（VLANs）]ノード。

次の作業

仮想 SAN VLANの [一般（General）]タブの [プロパティ（Properties）]領域で、作成済みのマル
チキャストポリシー名を指定します。

vNIC テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー
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• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。
2. [LAN] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。
3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
4. [vNICテンプレート（vNIC Templates）]ノードを右クリックし、[vNICテンプレートの作成
（Create vNIC Template）]を選択します。

5. [vNICテンプレートの作成（Create vNIC Template）]ダイアログボックスで、必須フィールド
に入力します。

6. [フェールオーバーの有効化（Enable Failover）]チェックボックスをオンにします。
7. [VLAN（VLANs）]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てる VLANを
テーブルを使用して選択します。

8. [ポリシー（Policies）]領域で、[MTU]フィールドに 1500～ 9000の整数を入力します。
9. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNICテンプレート（vNIC Templates）]ノードを右クリックし、[vNICテンプレートの作成（Create vNIC
Template）]を選択します。

ステップ 5 [vNICテンプレートの作成（Create vNIC Template）]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力しま
す。

vNICはフェールオーバーが冗長性をもつよう別々のファブリックに配置されることになるため、ファブ
リック Aおよび Bを指定して 2つのテンプレートを作成する必要があります。

ステップ 6 [フェールオーバーの有効化（Enable Failover）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [VLAN（VLANs）]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てる VLANをテーブルを使
用して選択します。

ステップ 8 [ポリシー（Policies）]領域で、[MTU]フィールドに 1500～ 9000の整数を入力します。
ジャンボフレームネットワークでは、MTUサイズは 9000に設定する必要があります。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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次の作業

vNICテンプレートをサービスプロファイルに含めます。

QoS ポリシーの作成

手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。
2. [LAN]タブで [LAN] > [ポリシー（Policies）]を展開します。
3. プールを作成する組織のノードを展開します。
4. [QoSポリシー（QoS Policy）]を右クリックし、[QOSポリシーの作成（Create QoS Policy）]を
選択します。

5. [QOSポリシーの作成（Create QoS Policy）]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入
力します。

6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで [LAN] > [ポリシー（Policies）]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開します。

ステップ 4 [QoSポリシー（QoS Policy）]を右クリックし、[QOSポリシーの作成（Create QoS Policy）]を選択しま
す。

ステップ 5 [QOSポリシーの作成（Create QoS Policy）]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

QoSポリシーを vNICまたは vHBAテンプレートに含めます。
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LAN 接続ポリシー用の vNIC の作成

手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。
2. [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。
3. [LAN接続ポリシー（LAN Connectivity Policies）]ノードを展開します。
4. vNICを追加するポリシーを選択します。
5. [ワーク（Work）]ペインで、[一般（General）]タブをクリックします。
6. [vNIC（vNICs）]テーブルのアイコンバーで、[追加（Add）]をクリックします。
7. [vNICの作成（Create vNIC）]ダイアログボックスで名前を入力し、[MACアドレスの割り当
て（MACAddress Assignment）]を選択して、作成済みの vNICテンプレートの 1つを使用する
ために [vNICテンプレートの使用（Use vNIC Template）]チェックボックスをオンにします。

8. [アダプタパフォーマンスプロファイル（Adapter Performance Profile）]領域で、[アダプタポ
リシー（Adapter Policy）]ドロップダウンメニューから [VMware]を選択します。

9. [OK]をクリックします。
10. [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [LAN接続ポリシー（LAN Connectivity Policies）]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [ワーク（Work）]ペインで、[一般（General）]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNIC（vNICs）]テーブルのアイコンバーで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 [vNICの作成（Create vNIC）]ダイアログボックスで名前を入力し、[MACアドレスの割り当て（MAC
Address Assignment）]を選択して、作成済みの vNICテンプレートの 1つを使用するために [vNICテンプ
レートの使用（Use vNIC Template）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [アダプタパフォーマンスプロファイル（AdapterPerformanceProfile）]領域で、[アダプタポリシー（Adapter
Policy）]ドロップダウンメニューから [VMware]を選択します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

次の作業

個別のファブリックに 2個を配置して合計 3個の vNICを作成し、フェールオーバーを冗長性を
もたせるようにします。
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ブートポリシーの作成

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

CiscoUCSDirector仮想SANワークフローは、SDカードを使用したESXiのインストールをサポー
トしています。ブート順序で最初のブートデバイスとして指定された SDカードのブートポリ
シーを定義する必要があります。

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 2 [サービス（Servers）] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開します。

ステップ 4 [ブートポリシー（Boot Policies）]を右クリックし、[ブートポリシーの作成（Create Boot Policy）]を選択
します。

[ブートポリシーの作成（Create Boot Policy）]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、
オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意）ブート順序を変更した後、[ブート順序を変更したときにリブートする（RebootonOrderChange）]
チェックボックスをオンにして、このブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートします。

シスコ以外の VICアダプタがあるサーバに適用されるブートポリシーの場合、[順序を変更したときにリ
ブートする（Reboot on Boot Order Change）]チェックボックスがオフでも、SANデバイスが追加、削除ま
たは順序の変更がなされると、ブートポリシーの変更の保存時にサーバは常にリブートします。

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[vNIC、vHBA、iSCSI名の適用（Enforce vNIC/vHBA/iSCSIName）]チェックボッ
クスをオンにします。

•オンにした場合、CiscoUCSManagerは設定エラーを表示し、[ブート順序（Boot Order）]テーブルに
リストされた 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合、CiscoUCSManagerは、サービスプロファイルから（ブートオプションに応じて）
vNICまたは vHBAを使用します。
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ステップ 8 [ブートモード（Boot Mode）]フィールドで [レガシー（Legacy）]または [UEFI]オプションボタンをオ
ンにします。

ステップ 9 [UEFI]を選択した場合、UEFIブートセキュリティを有効にするには [ブートセキュリティ（BootSecurity）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 下矢印をクリックして [ローカルデバイス（Local Devices）]領域を展開します。

ステップ 11 [SDカードの追加（Add SD Card）]をクリックして、[ブート順（Boot Order）]テーブルにデバイスを追
加します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられると、サーバの [一般
（General）]タブの [ブート順の詳細（Boot Order Details）]領域でブート順序を確認できます。

ローカルディスク設定ポリシーの作成

手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。
2. [サービス（Servers）] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。
3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
4. [ローカルディスク設定ポリシー（LocalDiskConfig Policies）]を右クリックし、[ローカルディ
スク設定ポリシーの作成（Create Local Disk Configuration Policy）]を選択します。

5. [ローカルディスク設定ポリシーの作成（Create Local Disk Configuration Policy）]ダイアログ
ボックスで、名前を指定し、[モード（Mode）]ドロップダウンメニューで [RAIDなし（No
Raid）]を選択します。

6. [保護設定（Protect Configuration）]チェックボックスをオフにします。
7. [FlexFlash状態（FlexFlash State）]フィールドの [有効（Enable）]ラジオボタンをクリックし
ます。

8. 2つの SDカードを使用している場合は、[FlexFLash RAIDレポートステータス（FlexFLash
RAID Reporting State）]フィールドの [有効（Enable）]ラジオボタンをクリックします。

9. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 2 [サービス（Servers）] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開します。

ステップ 4 [ローカルディスク設定ポリシー（Local Disk Config Policies）]を右クリックし、[ローカルディスク設定
ポリシーの作成（Create Local Disk Configuration Policy）]を選択します。

ステップ 5 [ローカルディスク設定ポリシーの作成（Create Local Disk Configuration Policy）]ダイアログボックスで、
名前を指定し、[モード（Mode）]ドロップダウンメニューで [RAIDなし（No Raid）]を選択します。

ステップ 6 [保護設定（Protect Configuration）]チェックボックスをオフにします。

ステップ 7 [FlexFlash状態（FlexFlash State）]フィールドの [有効（Enable）]ラジオボタンをクリックします。

ステップ 8 2つのSDカードを使用している場合は、[FlexFLashRAIDレポートステータス（FlexFLashRAIDReporting
State）]フィールドの [有効（Enable）]ラジオボタンをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルテンプレートでローカルディスク設定ポリシーを指定します。

BIOS ポリシーの作成

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は
バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべての Cisco UCSサーバでサポートされているわけで
はありません。

（注）

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 2 [サービス（Servers）] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOSポリシー（BIOS Policies）]を右クリックして [BIOSポリシーの作成（Create BIOS Policy）]を選択
します。

ステップ 5 [BIOSポリシーの作成（Create BIOS Policy）]ウィザードの [メイン（Main）]ページで [名前（Name）]
フィールドの BIOSポリシーの名前を入力します。
この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、
オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。
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ステップ 6 [BIOSポリシーの作成（Create BIOS Policy）]ウィザードで、次の手順を実行して BIOS設定を実行しま
す。

a) BIOS設定を変更する場合は、該当するオプションボタンをクリックするか、ドロップダウンリスト
から適切な項目を選択します。

各BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、『CiscoUCSManagerGUIコンフィギュ
レーションガイド』を参照してください。

b) 各ページの後に [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [USB]ページで、[USBポート：SDカード（USB PORT: SD Card）]フィールド内の [有効（enabled）]ラ
ジオボタンをクリックします。

ステップ 8 ポリシーの BIOS設定すべてが完了したら、[終了（Finish）]をクリックします。

ブートポリシー用 LAN ブートの設定
仮想 SANのアクションとワークフローで使用する LANブートポリシーを追加できます。LAN
ブートポリシーは、ESXiインストールの PXEブートに使用されます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （114ページ）から直接続いています。

ステップ 1 下矢印をクリックして [vNIC（vNICs）]領域を展開します。

ステップ 2 [LANブートの追加（Add LAN Boot）]リンクをクリックします。

ステップ 3 [LANブートの追加（Add LAN Boot）]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を
[vNIC]フィールドに入力して、[OK]をクリックします。
vNIC名はサービスプロファイルテンプレートに定義された vNIC名と一致している必要があります。

ステップ 4 [vNIC/vHBA/iSCSI名を適用（Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 次のいずれかを実行します。

• [ブート順（Boot Order）]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

スクラブポリシーの作成
FlexFlashスクラブポリシーを追加して、仮想 SANアクションおよびワークフローに使用できま
す。
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手順の概要

1. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。
2. [サービス（Servers）] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。
3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
4. [スクラブポリシー（ScrubPolicies）]を右クリックし、[スクラブポリシーの作成（Create Scrub

Policy）]を選択します。
5. [スクラブポリシーの作成（Create Scrub Policy）]ウィザードでポリシーの名前を入力し、

[FlexFlash Scrubスクラブ（FlexFlash Scrub）]フィールドで [はい（Yes）]のラジオボタンをク
リックします。

6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 2 [サービス（Servers）] > [ポリシー（Policies）]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開します。

ステップ 4 [スクラブポリシー（Scrub Policies）]を右クリックし、[スクラブポリシーの作成（Create Scrub Policy）]
を選択します。

ステップ 5 [スクラブポリシーの作成（Create Scrub Policy）]ウィザードでポリシーの名前を入力し、[FlexFlash Scrub
スクラブ（FlexFlash Scrub）]フィールドで [はい（Yes）]のラジオボタンをクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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